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　　　　　　平成１９年版

｛試験対策　勉強編｝

合格者がどのような工夫をして、栄光を勝ち取ったのか、そのエッセンスを提供したいと思います。

就職や他の資格試験を受験しようと思っている人も参考にしてください。

教養科目

一般知能と一般教養のことをいいます。一般知能は全問必須回答。一般教養は３０題中２０問選択が一般的です。
一般知能

文章理解（現代文）

· ＴＡＣの問題集をやった。１日１問。

· 早く解けるように、時間を計ってやった。４問で２０分が目安。

· 模試と過去問（セレクション）が解ければ、問題ない。

· 時間をかけすぎた。配点は同じ１点。

文章理解（英語）

· 速聴速読英単語をやった。１回で２～３章分。あとは、過去問をやって、正答率が８割を超えていれば大丈夫。

· 国家公務員試験は、海外の雑誌から出題されるので、時事問題に詳しいと、選択肢を読むだけで判断できることが多い。

· 国Ⅱや国税の専門科目で英語を選択できるくらいきちんと大学時代に勉強すればよかった

文章理解（古文）

· 特に対策はしなかったが、解けた。状況と身分を理解できれば、大丈夫。

数的処理

· コツコツとやるしかない。急に伸びるときが来るので、我慢が肝心。

· 苦手でも、合格者の平均（半分くらい）を解けるようにした。

· ＴＡＣを５，６回まわした。スーパー過去問ゼミも２周やった。さまざまな問題に慣れた。

· 試験本番は午前中に解くので、朝に勉強するようにした。

· 全部解こうとするのではなく、解ける問題を確実に解くことが大事。時間は足りない。

· 全部同じ選択肢を選択する方法に頼ってしまった。（例　全部２を選択）

判断推理

· 畑野敦子さん（ＬＥＣ講師）が書かれた参考書がわかりやすいところが多かった。

· 現場でひらめいた。集中力が大切。

· 前日の睡眠をとったのがよかった。

· 普段から、時間を計って解いた

· 数的処理と同じように対策した。

· 当日にサイコロ型の消しゴムを用意した

· はじめは抵抗感があったが、次第に慣れてきて得点科目になった

· 知らない傾向の問題に、時間をかけすぎた

資料解釈

· 畑野敦子さん（ＬＥＣ講師）が書かれた「資料解釈」を臓腑におちるまで読んだ。後ろの解説が特におすすめ。

· １問あたり、５分以内で確実に解けるようにした。

· 満点を取れる科目

· 慣れるまで我慢が大切

· 時間がかかりすぎた。

一般教養

自然科学、人文科学、社会科学の総称をいいます。知識分野ともいわれます。

自然科学

（数学、物理、化学、生物、地学）

· 時事対策で環境やエネルギーをやったら、生物に出た。

· 捨て科目を作らないため、受験雑誌の特集にあるような頻出項目だけはきちんと押さえた。

· 地学と生物は「２０日間でわかるシリーズ」を3回やった。

· 地学と生物は対策をすると、解ける問題が増えるので、おすすめ

· 化学はＴＡＣのＤＶＤで講義を聴いて、ノートにまとめた。

· もともと理系なので、得意だった。

· 過去問から、出題範囲を押さえて、こなした。

· 捨て科目にした。

· 化学や数学、物理は、対策をしても得点に結びつきにくい

· 応用問題に対応できなかった。

人文科学

（日本史、世界史、地理、文学芸術、思想）

· 大学受験の知識が生きた。

· 予備校の講義、レジュメと過去問だけで対策できた。

· 予備校の問題集に情報を一元化した。問題集の解説分の重要部分や年表をまとめたものを問題の空いてるスペースに書きこんだ。

· わからない知識が出題されたら、みんな知らないだろうと考えていた

· 近代以降を重視した。

· ＴＡＣのＤＶＤで講義を聴いて、ノートにまとめたあと、隙間の時間で暗記していた。

· 地理の勉強をしたら、世界各国の特徴がよく見えるようになった（産業、人口、輸出入品など）

· 河合塾のパスラインがおすすめ。

· 歴史の問題は年代とキーワードの結びつきを覚えておくと、解ける。

· 思想はＴＡＣのＤＶＤで十分

· 思想の流れを理解すると、歴史や政治、経済、社会、時事がわかりやすくなる。

· 絵が出題されるので、講義を受けたら、実際に図書館で画集を見てみた。

· 試験と関係ない、近現代史や各国事情の本を読みすぎてしまった。

· 歴史をはじめからやっていった。頻出の近現代からやればよかった

社会科学

（政治、経済、法律、社会）

· 専門科目と重なるので、専門の勉強が活きた。

· 政治は専門をやれば楽勝。

· 地方自治体は、試験で最近の問題が出るので、要注意

· 時事対策も兼ねて、楽しく学習。

· 新聞を読む癖をつけた

· 政治や経済が、実は歴史的につながっていることがわかった（例　イラク、中東など）

· 経済は専門よりも取り組みやすく、得点源になるので、おすすめ。

· 社会は、時事対策とセットでやった。

· 一般知識は１月からはじめた。

· 模試の問題は参考になるので、きちんと復習した。

· 予備校の直前対策を利用して、集中的に学習した

●　直前に時間をかけすぎた。専門の勉強を優先するべきだった。

時事

· 直前対策ブック（実務教育出版）を使ったら、とてもよかった。財政や税の数字を覚えた。

· 新聞ダイジェストを利用して、お手軽に１年間分の知識を蓄えた。

· 朝日キーワードの知識があれば解ける

· 模試の問題を全選択肢を検討して、解けるようにした

· きちんと対策したので、面接や論文試験でも役に立った。

· 論文対策として、キーワード集を作って、暗記した

· 直前予想問題は、試験問題の傾向がずれていて、役に立たなかった。出題傾向を知るために、過去問をやったほうがよいと思う。

· 速攻の時事は、確認用として使うべきだった。

· 苦手科目にするのは惜しい。

· 試験本番で、満点を狙ってしまった。３問中２問とれれば十分。

専門科目

法律科目、経済科目、行政科目などのことをいいます。配点比率が高いことが多いため、大概は受験勉強の大勢を占めることになります。

法律科目

憲法

· 過去問で判例を条文ごとに分類できるようにした

· ＴＡＣ３回、ウォーク問１回を夏休みまでにした。

· 条文を暗記したら、特に統治が役に立つ

· 条文の「二分の一」や「三分の一」、など、整理して覚えた

· 国Ⅱの新傾向（長文化、判例原文を読ませる）対策として、国Ⅰセレクションをやったら、満点を取れた

· 専門記述対策として、解説の判例の重要箇所をきちんと読んで、言い回しを覚えた。

· スーパー過去問ゼミがおすすめ。

· 判例を読まなかったので、対策できなかった。

· 判例の結論だけ覚えてたら、国Ⅱの問題に対応できなかった。

民法

· 国研やゼミの勉強をやっていたので、得意だった。

· ＴＡＣ２回を夏休みまでに、ウォーク問２回を秋から年明けまでにやった。

· スーパー過去問ゼミがおすすめ。

· 量が多いので、とにかく量をこなしたら、だんだんわかってきた

· 範囲が広いからと言って、のんびりやっていたら、疲れた。

· はじめは得点源だったが、あまり勉強しなかったら苦手科目になった。

· 何度も学習したが、忘れてしまい、苦労した。

行政法

· システムとして理解したら、思ったより楽だった。

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ。

· 伊藤塾のテキストを集中的に何度も繰り返した。

· ＴＡＣを３回繰り返した。

· 藤田宙晴「行政法入門」がわかりやすかった。南さんのでも、良いと思う。

刑法

· 判例を覚えた

· 事例が面白かった。楽しく学習できた

· 改正点は試験に出るので、きちんと押さえた

· 模試の問題を解けるまで復習した

国際法

· 試験対策を予備校に頼った。

· 伊藤塾のテキストを使った。

· 独学は難しい。全体を理解するのが大変だった。

· 市販の問題集が少ないし、高い。

· 試験本番では、歯が立たなかった。

労働法

· 条文と判例を覚えれば、解ける

· 時事と連動して対策するとわかりやすい

· 確実に解ける科目

· 試験直前に集中的にやって暗記した

· 伊藤塾のテキストを使った。

商法

· 頻出項目だけ押さえた

· 予備校に頼った

· 改正点は押さえた

· 教科書を買って、勉強しすぎた

経済科目

経済原論（ミクロ経済学、マクロ経済学）

· 講義を聴いて、図を描いたら理解しやすかった。

· 夏休みまでに、ＴＡＣ５回、直前までにスーパー過去問ゼミを３回繰り返した。

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

· 理解すれば確実に取れる

· 得意だと、地方公務員試験には有利（他の受験生は不得意）

· ゲーム理論が面白かった

· 知識と解法が定着するのに時間がかかった

· 独学が難しいので、講義には休まないほうが良いと思う

財政学

· 「日本の財政」を使った。わかりやすいのでおすすめ

· 時事対策も兼ねて勉強した。

· 年明けから、バイブル・セレクションを３回繰り返した。

· 日本の予算を知ると、政策がわかって面白かった。

· ２月中旬から対策したが、余裕で間に合った。

· 白書から問題が出た（経済財政白書など）。

●　参考になると思って、授業をとった。やはり経済学部の授業なので、テストには全く向いていない。

経済政策

· 経済原論と財政学をやって、過去門を検討すれば、大丈夫

· 時事問題が出題される

経済史

· 政治史と思想史と連動して勉強すると、理解しやすくて、省エネ

· 時代別の時代背景を知っておくと、わかりやすい

行政科目

政治学

· 一気にやった。一気にできる科目。

· 勉強しやすい科目。

· 過去問が有効。

· 過去問の知識を確実にしておいたら、初めての問題でも対応できた

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

行政学

· 政治学と社会学と連動してやって、省エネ

· 行政機構の勉強ができて面白かった

· 範囲が狭いので、お買い得な科目

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

· ２月から、ＴＡＣのＤＶＤとスーパー過去問ゼミをやった。

社会学

· 人の名前ばかり出てくるので、時代や理論ごとに整理して、直前に叩き込んだ

· 最近の問題が社会学の分類で出題される

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

· ２月から、ＴＡＣのＤＶＤとウォーク問を３回繰り返した。

· 国Ⅱ本番の問題が難しくて、対応できなかった。他の科目を用意しておくべき。

国際関係

· 時事で対応できるところが多い

· おもしろい科目

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

その他

英語（国Ⅱ、国税など）

· 難しいので、過去問で傾向を対策しておいた

· 得意にしておいてよかった。試験対策で省エネになった。

経営学（国Ⅱ、国税、地方自治体など）

· 知っておけば、取れる問題ばかり。

· おいしい科目。

· 得点源。

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ

· ３月から、スーパー過去問ゼミを３回繰り返した。

· ビジネスを知ることができて、楽しかった

会計学（国税、都庁）

· 早稲田セミナーのセレクションで、ＡランクとＢランクの問題を確実に解けるようにした

· おすすめは、スーパー過去問ゼミ。記述対策もできて、グッド。

· 他学部でも、会計学の授業をとっておくと、よいと思う。考え方が参考になる

· 満点を狙わず、４点以上を確実にとれるように対策した（国税）。

心理学（国Ⅱ、法務教官、家裁など）

· 試験に出る心理学シリーズ（全４冊）は知識を整理するのに役立った。

· 予備校を利用した

· 併願しづらかった

教育学（国Ⅱ、法務教官、家裁など）
· 予備校を利用した

· 併願しづらかった

記述試験

専門論文と教養論文があります。専門論文は職種によって出題科目がばらけていますが、憲法を試験科目にしているところが多いようです。教養論文は、ニート･フリーターや環境問題など、時事に関するものが出題されています。

教養論文

· 市販の参考書を使って、書く際のルールを覚えた。

· 時事対策をしたので、それを活かした。

· 実際に模試で書いてみて、感覚を学んだ。

· 予備校の講座を利用して、得点するコツを教えてもらった

· 予備校で４，５回添削してもらった。

· 典型論点を５，６個用意しておいた（環境、高齢者、福祉、雇用など）。

· 情報が手に入りづらい。予備校を利用すればよかった。

専門論文（憲法、民法、経済学など）

· ３月から、行政法を２０論点分、政治学を１５論点分、答案を用意して、４月から暗記した。

· 伊藤塾のテキストの巻末にある論点集を利用して、各論点を書けるようにした。国税（憲法）は、これで十分だった。

· １次試験（五肢択一）の勉強で、覚えたことを書けるようにしておいた。

· 論点が択一試験の範囲と同じだったので、うまくいった

· キーワードを覚えて、組み合わせる方法がおすすめ

· 答案構成は、早稲田セミナーの出版物を利用した。細かかったが、構成を理解するのに、よかった

· 予備校の講座を利用して、得点するコツを教えてもらった

· 憲法と経済学と民法を用意した。

· 憲法と民法と行政法を用意した（国Ⅰ）

· 経済学は、グラフを書いて、説明できるようにすると、合格点が取れる。

· あらかじめ、各科目ごとに１０～２０枚程度答案を用意しておいた。

· 情報が手に入りづらい。予備校を利用すればよかった。

· 法律の答案の書き方を覚えるのに苦労した

· 対策を十分にしていなかったので、何をして良いかわからず、困った

全体的な意見

· 現役合格者は、自分が理解するまで、何度も問題集を繰り返していた。

· わからないことを放置しないように、対策していた

· 予備校に通っているからといって、予備校に任せきりにするのではなく、講義を聴いて、自分で問題集を解くことで、力を身につけていた

· 択一の専門対策をする中で、専門記述の対策をしていた。一石二鳥。

· 受験期間は、半年～１年くらいが多かった

· 公務員試験は、最大３０科目をこなす要領のよさが問われるので、各科目をバランスよく学習していた。

· ２月以降の使い方が合否を分ける

· できれば年内に主要科目（憲法、民法、行政法、数的処理、経済学）の問題集をマスターする（８割解ける実力をつける）とよい、との意見が多かった。

	試験対策　＜面接編＞


以前は筆記試験が重視されていた公務員試験。しかし、現在は合格判定で、面接試験の重要性が高まっているのです。せっかく勉強して筆記試験にパスしても、２次の面接試験で落ちちゃったらもったいないですよね。

そこで、以下では、面接試験の概要から、具体的な形式、質問事項について記載しておきます。

＜目次＞

（１）　面接試験とは何だろう？　

（個人面接、集団面接、集団討論）

（２）　面接の対策を知ろう！　　

（準備編、実践編）

（３）　自分の受ける面接の種類を知ろう！　

（職種、地方自治体別一覧）

（４）　面接試験の具体的なスケジュールを知ろう！

（３人の受験生の記録）

（５）　実際の面接を知ろう！　

（特別区、裁判所事務官Ⅱ種）

	（1） 面接試験とは何だろう？

面接試験は、面接を受ける試験です。これだけ？と思うかもしれません。しかし、面接試験は、近年、重要性が高まっており、筆記試験の成績が良くても、面接試験で失敗すると、採用を見送られてしまうことが珍しくありません。

とはいえ、まったく恐れる必要はありません。公務員試験の受験生は、筆記対策ばかり、目がいってしまい、面接対策を十分にしていないことが多いのです。裏返して考えてみましょう。面接対策をきちんとしておけば、ほかの受験生よりも、有利になるのです！！

さて、さっそく面接試験の種類を見てみましょう。面接には、個別面接・集団討論、集団面接の３タイプがあります。個別面接しか実施しない東京都や特別区や、福井県のように個別面接、集団討論、集団面接の全てを実施するところなど、試験の職種、地方自治体ごとに特色があります。しかも、願書上は集団面接と書かれていても、実際の内容が集団討論であったりします。１通り、準備しておく必要がありますね。

いずれの形態にしても、「なぜ公務員を目指したのか」「なぜ民間企業ではなくて、公務員でなければならないのか」ということを、どうやって面接官に伝えられるかが重要になります。そうなんです。面接試験は、「あなたの志望の強さ」と「あなたはどんな人か」が聞かれているのです。


①個別面接・・　　国家公務員（国税専門官や労働基準監督官なども含む）や地方公務員の全ての自治体で実施されます。形式は面接官３人に対して受験者１人というのがオーソドックスですが、面接官５人に１人といった形式や面接官１０人に対して１人といったスタイルまであり、各公務員、各自治体により様々です。
官庁訪問の場合は、１：１で質疑応答する形式が一般的です。
　　主に１人２０分程度の時間で志望動機や併願状況などを中心に面接がすすめ　　

られます。また、個別面接が１回とは限らず、２回実施されるところもあります（東京都や横浜市など）。
②集団面接・・　　複数の面接官に対して受験者も複数形式の面接スタイルです。従来は地方公務員のみが取り入れていましたが、最近は参議院など一部の国家公務員でも採用されてきました。面接官３人に対して受験生３人というように対等的な面接や面接官１０人に対して受験者３人などの威圧的な面接もあります。
公務員試験の中では集団面接は極めて変則的なスタイルなので、費やされる時間は面接官、受け答えする受験者によりマチマチです。進行形式は面接官が受験者を指名して発言を求める場合と、質問に対して挙手方式で答えを求める場合の２通りあり、自治体により異なります。
③集団討論・・　　あるテーマや課題を面接官が提示し、それについて受験者が討論しあうのが集団討論（仙台市などは集団討議）です。時間的には６０分から９０分で実施されるのでかなり体力的な勝負にもなってきます。集団討論でのポイントは積極的な発言がなされているか、人の話に耳を傾けることができるか、みんなの意見をまとめることができるかどうか、リーダーシップが発揮できるかどうか、等様々なチェックポイントを見ています。
地方上級試験では、将来の幹部候補生として、その適性を面接官は重視します。
	（２）面接試験の対策を知ろう！

具体的に面接で成功するために、何をすればいいのでしょうか。簡単です。まずは、下に書いてあることを実践してみましょう。

＜準備編＞は、実践編に臨むまでの準備内容についてまとめました。

＜実践編＞は、準備編を生かして行う模擬面接についてです。さらに、予備校の活用が合否を分けます。予備校のもっている情報、ノウハウを積極的に取得していきましょう。


＜準備編＞

1、 面接に関する情報収集

· 各省庁や地方自治体のホームページを見る

→　どんな人材がほしいのか、をチェック！

　　　＊　ほしい人物像とは、その官庁が採用しやすい人物のことです。これは、人事からのメッセージなのです。活かさない手はありません。

· 関係する書籍や受験雑誌から情報を得る

→　面接試験に受かるには何をすればいいのかをチェック！

· 　イメージしにくい官庁訪問も、実は合格者のエピソードをまとめた参考書や受験雑誌を利用すれば、イメージトレーニングができるんですね。

2、 情報の検討

１で入手した情報を生かして、志望動機、自己ＰＲを作成

→　先生や公務員合格者の先輩、公務員のＯＢＯＧにみてもらおう！

· 　面接試験は、他人である面接官とあなたとの対話です。あなたの主観だけでは、伝わらないものも出てくるでしょう。他人というフィルターを通すために、模擬面接を受ける必要があるのです。

· 　作成手順は、人事院のホームページからダウンロードして、書いてみてください。その際に、面接用の参考書をアドバイザーとして使うと良いでしょう。

＜実践編＞

模擬面接で、客観的に自分を見てもらうことで、自分の意外な行動や言動の癖が見えてきます。また、志望動機や自己分析の甘さもわかります。なぜ甘いのか、実は、それを知ることこそが面接対策の極意なんです。「あなたの伝えたいあなた」を面接官に伝えること、できますか？

１、学内講座　面接対策

　　平成２０年度採用・受験生対象の４月からの講座で行われる予定です

　　→　予備校は大きな情報収集源、最大限に活用しましょう。

　　　

２、予備校の面接講座

　　早稲田セミナー、ＬＥＣなど

　　ホームページやパンフレットで確認してください

　　→　費用はかかっても自分への投資です。惜しまないでください。

　

３、キャリアアップゼミ　

主催者　創価大学ＯＢＯＧ

日程　　原則　隔週土曜の講座終了後

場所　　原則　公務員講座の隣の教室

→　勉強面はもちろん、精神的な面でもサポートが充実している場所です。

４、各省庁や地方自治体が行う業務説明会

　　実際に職員の方と話して、面接本番の雰囲気を体験しちゃおう！

　　

　＊　本番では、職員の方（２０代～５０代、男女、役職までさまざま）が、面接をするのですから、あらかじめ職員がどのように考えているか、また、どのような人材がほしいと考えているかなど、試験中に聞けないことを聞いてみましょう。本番に勝る訓練はありません。　

	（３）自分の受ける面接の種類を知ろう！
　国家公務員と地方公務員の面接方式、面接を課す試験段階を示しました。実際に、どんな面接があるのかを知って、しっかり対策していきましょう。

「敵を知り、己を知れば、百戦危うからず」です！

（受験予備校のＴＡＣのホームページを３考にしました）


	
	


	試験名
	面接方式
	面接を課す試験

		個別面接
	集団討論
	集団面接
	
	国家Ⅰ種

	●

		 

	２次試験


	国家 II 種

	●

	 

	 

	２次試験


	国家 III 種

	●

	 

	 

	２次試験


	国税専門官

	●

	 

	 

	２次試験


	労働基準監督官

	●

	 

	 

	２次試験


	法務教官

	●

	 

	 

	２次試験


	防衛庁 II 種

	●

	 

	 

	２次試験


	裁判所事務官 I 種

	●

	●

	 

	２･３次試験


	裁判所事務官 II 種
	●

	 

	 

	２次試験


	衆議院事務局 I 種

	●

	 

	 

	２･３次試験


	衆議院事務局 II 種

	●

	●

	 

	３次試験


	３議院事務局 I 種

	●

	 

	●

	２･３次試験


	３議院事務局 II 種

	●

	 

	●

	２･３次試験
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	試験名
	面接方式
	面接を課す試験

		個別面接
	集団討論
	集団面接
	
	北海道

	●

	●

	 

	２次試験


	青森県

	●

	 

	●

	２次試験


	岩手県

	●

	●

	 

	２次試験


	秋田県

	●

	 

	●

	２次試験


	宮城県

	●

	●

	 

	２次試験


	山形県

	●

	●

	 

	２次試験


	福島県

	●

	●

	 

	２次試験


	栃木県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	群馬県

	●

	●

	 

	自己PRタイム　２次試験


	茨城県

	●

	●

	 

	２次試験


	埼玉県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	千葉県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	東京都

	●

	 

	 

	個別面接(２回)２次試験


	神奈川県
	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	山梨県

	●

	●

	 

	２次試験


	静岡県

	●

	●

	 

	２次試験


	新潟県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	長野県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	富山県

	●

	●

	 

	２次試験


	石川県

	●

	●

	 

	２次試験


	福井県

	●

	●

	●

	２次試験


	愛知県

	●

	●

	 

	２次試験


	３重県

	●

	●

	 

	自己アピール面接 ２次試験


	岐阜県

	●

	●

	 

	２次試験


	京都府

	●

	●

	 

	２次試験


	滋賀県

	●

	●

	 

	２次試験


	大阪府

	●

	●

	 

	個別面接(２次･３次試験)
集団討論(３次試験)


	和歌山県

	●

	●

	 

	２次試験


	奈良県

	●

	●

	 

	２次試験


	兵庫県

	●

	 

	 

	個別面接(２回)、
プレゼンテーション試験


	岡山県

	●

	●

	 

	２次試験


	広島県

	●

	●

	 

	２次試験


	鳥取県

	●

	●

	 

	２次試験


	島根県

	●

	●

	 

	２次試験


	山口県

	●

	●

	 

	２次試験


	香川県

	●

	●

	 

	２次試験


	徳島県

	●

	●

	 

	２次試験


	高知県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	愛媛県

	●

	●

	 

	２次試験


	福岡県

	●

	●

	 

	２次試験


	大分県
	●

	●

	 

	２次試験


	佐賀県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	宮崎県

	●

	●

	 

	２次試験


	熊本県

	●

	●

	●

	２次試験


	長崎県

	●

	●

	 

	個別面接(２回)２次試験


	鹿児島県

	●

	●

	 

	２次試験


	沖縄県

	●

	●

	 

	２次試験


	札幌市

	●

	 

	●

	２次試験


	仙台市

	●

	●

	 

	１次試験：集団面接
２次試験：個別面接
　　　　　　集団討議


	千葉市

	●

	 

	 

	１次試験：個別面接
２次試験：個別面接


	さいたま市

	●

	 

	●

	２次試験


	特別区

	●

	 

	 

	個別面接(２回)２次試験


	横浜市

	●

	 

	 

	２次試験：面談
３次試験：個別面接


	川崎市

	●

	●

	 

	２次試験


	名古屋市

	●

	●

	 

	２次試験


	京都市

	●

	●

	 

	個別面接(１次試験)
個別面接･集団討論(２次試験)


	大阪市

	●

	 

	●

	１次試験：集団面接
２次試験：個別面接


	神戸市

	●

	 

	●

	集団面接(１次試験)
個別面接(１次･２次試験)


	広島市

	●

	●

	 

	２次試験：個別面接
３次試験：個別面接
集団討論


	福岡市

	●

	 

	 

	２次試験


	北九州市

	●

	●

	 

	１次試験：個別面接
２次試験：個別面接



	


※面接試験の方式については、年度によって異なる場合があります。興味のある試験については、ＨＰを見るなどして調べるようにしてください。

	（４）面接試験の具体的なスケジュールを知ろう！

　　　スケジュールは、併願によって決まります。各自併願状況が異なるため、様々なコースがありますが、ここでは３つの事例を紹介します。

受験しているイメージは湧きましたか？試験に向けての計画が立てる参考にしてくださいね。なお、下記は面接試験のみの日程です。筆記試験は４月から、順番に行われています。その点は注意して見てください。

面接試験は、日程が重なることがあります。いずれかを選択しなければならないときに、優先順位をつけられるように、あらかじめ、自分の中で決めておくと良いでしょう。




1 Ａさんの場合

（併願状況）東京都特別区、国立大学法人、裁判所事務官Ⅱ種、国家公務員Ⅱ種、神奈川県庁上級

　

＊　第１志望　裁判所事務官、第２志望　特別区で試験対策をしてきました。裁判所事務官として、内定をいただいたので、その他の試験は辞退しました。

７月１日　　国立大学法人２次試験説明会…ここで、自分の希望する各法

　　　　　　人の面接試験の予約を行う。（１次試験合格発表６月３０日）
７月５日　　特別区２次試験　１回目（１次試験合格発表５月１６日）
７月１４日　裁判所事務官Ⅱ種２次試験（１次試験合格発表５月２８日）

７月１８日　特別区２次試験　２２回目
７月２６日　国家公務員Ⅱ種　２次試験（１次試験合格発表は）

８月４日　　神奈川県庁…辞退（１次試験発表７月７日）

８月２１日　特別区港区面接試験…辞退（面接＋健康診断）

2 Ｂさんの場合

（併願状況）国家公務員Ⅰ種、東京都、参議院Ⅰ種、国税専門官、国家公務員Ⅱ種、衆議院Ⅱ種

　＊　国家公務員になることを第一目標にして、試験対策してきました。国家Ⅰ種の面接対策を活かして、国家Ⅱ種の官庁訪問を乗りこえました。国Ⅰと国Ⅱは面接の傾向が違うので、情報収集を欠かさないようにしました。

７月１８日　国家Ⅱ種　官庁訪問の電話予約解禁

７月１９日　公正取引委員会　１日目（面接４回）

７月２１日　公正取引委員会　２日目（面接２回）９時３０分～

７月２４日　公正取引委員会　３日目（面接１回）９時３０分～

７月２５日　人事から電話　２０時３０分ころ

７月２６日　公正取引委員会　４日目（面接１回）９時３０分～

７月２７日　公正取引委員会で拘束を受ける　　　１０時～

　　　　　　国税専門官　人物試験辞退（１次試験合格発表７月４日）

７月２８日　公正取引委員会で拘束を受ける　　　１０時～

８月４日　　国家Ⅱ種　２次試験（人事院面接）

８月１４日　衆議院事務局　２次試験（不合格）

８月２９日　国家Ⅱ種　最終合格

3 Ｃさんの場合

　　（併願状況）東京特別区Ⅰ類（杉並区）、川崎市市役所、日本学生支援機構（文部科学省外郭団体）、国立大学法人、国家Ⅱ種

　＊　特別区と文部科学省を志望して、試験対策をしました。国の機関は、実践的なこと（法制度、社会問題）を聞かれました。地方は、人柄と熱意がみられていたように思います。

　

６月２７日　日本学生支援機構試験２次試験　個別面接　（不合格）

７月３日　　特別区２次試験　１回目　

７月２０日　特別区２次試験　２回目

８月４日　　川崎市市役所３次試験　集団討論　個別面接　（不合格）

８月２９日　杉並区面接　（合格）

	（５）実際の面接試験を知ろう

　　実際の面接を知る機会やする機会はあまりありません。そこで、実際の面接試験の様子について、合格者の事例を通して紹介します。自分が受けている姿をイメージしながら、読んでくださいね。ポイントは、質疑応答の後に、印象、後輩へのアドバイス、という形でまとめてあるので、３照してください。


①　特別区Ⅰ類試験を受けたＡさんの場合

　

特別区の面接は２回。（Ｈ１８の面接は、７月３日～７月２１日の間）

私の面接は、７月３日と７月２０日でした。

第１回目の面接

＜形式＞　１：２（受験者：試験管）の約１５分間　

Ｑ、なぜ公務員なのですか？

Ａ、　はい、大学時代にボランティア活動をしたことがきっかけです。活動を通して、人のために働くことの喜びを感じ、生涯これを仕事としていけたらと思ったからです。また、公務員の全ての人々と向き合って仕事をするという、スケールの大きさにとても魅力を感じました。

Ｑ、民間と公務員の違いは何ですか？

Ａ、　…はい、自分の仕事が、自分の職場に関わりのある人だけではなく、全ての人に関わっているという点が、違いの１つに挙げられると思います。

Ｑ、民間は受けなかったのですか？

Ａ、　はい、受けませんでした。

Ｑ、地元に帰らず、なぜ東京なのですか？

Ａ、　はい、どうせ働くのならやりがいのあるところで働きたいと思ったからです。

　　東京には、人や物、また情報も集中しています。その分、都心の行政は人々の多様なニーズに対応できるよう、先を見通した運営が要請されると思います。その意味で、都心で働く方がやりがいを感じ、特別区を志望しました。

Ｑ、特別区内の施設には、行ったことがありますか？

Ａ、　はい、あります。私の友人が杉並区にいて、杉並区の図書館や区役所に行ったことがあります。

Ｑ、いきなり怒鳴りたてる人が区役所に来たらどうしますか？

Ａ、　（しばらく沈黙、そして思いつき）まず、手に凶器を持っていないか確認します。そして、もし凶器を持っているようであれば、周りの人が危険にさらされないように避難させます。そして、凶器を持っていないようであれば、その人を落ち着かせるようよう努力をします。

Ｑ、凶器を持っているかわからないような時はどうしますか？

Ａ、　（しばらく沈黙、そして思いつき）はい、下手に動かず、側にいる上司の指示に従って行動したいと思います…

Ｑ、企画書ＡとＢがあったとします。あなたは企画書Ａを推薦したい。しかし、上司は明らかに、企画書Ｂを推薦します。この場合、あなたはどうしますか？

Ａ、　（思いつき）はい、まず、なぜ自分が企画書Ａを推薦するのか、企画書ＡとＢについて、再度考えを整理します。そして、それでも自分が企画書Ａがよいと思った場合、上司に話してみようと思います。

Ｑ、大学時代で心に残っていることはありますか？

Ａ、　書道部での中国訪問です。１年生の２月に１０日間、中国の４つの大学を回り、教授や大学生、院生と書道交流をしてきました。多少言葉は通じなくても、書道という１つの文化で交流ができ、友人ができたという経験は、私にとって忘れられない思い出の１つです。

Ｑ、ストレス解消法はありますか？

Ａ、　はい、友人や先輩など、だれかと話しをすることです。また、私は音楽を聴くことが好きなので、ストレスがたまったときは、よく家で音楽を聴いていました。

Ｑ、特別区でやってみたいことの１つに教育を挙げられていますが、他にやってみたいことはありますか？

Ａ、　はい、福祉分野の仕事をしたいと思っています。特に障害者支援事業に関わりたいと思っています。

Ｑ、そう思うきっかけはあったのですか？

Ａ、　私の友達に車いすの友達がいるのですが、その友達との話が大きなきっかけです。話していく中で、障害の持った人でも安心して暮らせる地域、ということにとても関心をもちました。　　　　

第２回目の面接　

　＜形式＞　　１：３（受験者：面接官）の約３０分

Ｑ、３分間の自己ＰＲをして下さい。

Ａ、（略）　

モットー「全力投球」、その理由（習い事やクラブ活動、ボランティア活動などさまざま経験する中で得た結論だということを語る。ストーリーを意識する。）そして、自分がいかに特別区にとって必要な存在かをアピールする。

Ｑ、全力投球しようとしたきっかけはあったのですか？

Ａ、　はい、１番大きなきっかけとなったのは、中学３年時にバスケットボール部の部長をしたことだと思います。それまで以上に勉強との両立が難しくなり、時には逃げ出したくもなる時もありましたが、まずは目の前にあることを全力で取り組もうと心がけました。

Ｑ、高校、大学でもクラブをやっていますが、両立に挑戦する上で、他に工夫したことはありますか？

Ａ、　はい、ミーティングの内容の充実です。限られた時間の中で、どれだけ中身の濃い話し合いができるかということに、とても心を砕きました。

Ｑ、具体的にどういうことをしたのですか？

Ａ、　はい、まず、前もって予定や、話し合いの内容をみんなに伝え、意見をまとめてきてもらいました。そして、参加できなかったメンバーには必ず連絡し、情報を共有できるように努めました。また、意見がまとまらなかった時は、どこまでが一致し、どういう点が一致しなかったのかということを明確にしておきました。そうすることで、次のミーティングにスムーズに入ることができました。

Ｑ、あなたはなぜ特別区で働こうと思ったのですか？

Ａ、　１回目の面接参照

Ｑ、民間は受けていないのですか？

Ａ、　１回目の面接参照

Ｑ、なぜ法学部を選んだのですか？

Ａ、　はい、高校生の時は弁護士になりたいと思っていたため、法学部を選びました。

Ｑ、なぜ弁護士を目指そうと思ったのですか？

Ａ、　高校生の時に読んだ本がきっかけでした。「だから、あなたも生き抜いて」という本です。

Ｑ、学部でどういうことを学びましたか？

Ａ、　物事を順序立てて考える力がついたと思います。あと、相対立する者の利益調整を図る時の、柔軟な考え方や多角的な視野の大切さを学びました。

Ｑ、話のわからない人に、話をわからせるポイントは？

Ａ、　…（思いつき）こちらもしっかり話を聞く姿勢を見せることだと思います。わからせようと一方的に話しても、かえってわかってもらえないことが多いかと思います。誠実に対応することが大事なことだと思います。

Ｑ、特別区の職種内容は知っていますか？知っているだけ挙げてください。

Ａ、　はい、…事務、機械、建築、福祉、土木、電気です。（造園を言い忘れる）

Ｑ、特別区に入ったら、どんなことをやってみたいですか？

Ａ、　はい、特にシニア世代の豊かな経験を活かす仕組みづくりに携わりたいと思っています。

Ｑ、なぜですか？そう思った理由を述べてください。

Ａ、　はい、現在、物が大量生産、大量消費の時代から循環型社会へと移行しつつありますが、今後は、人の持つ能力や技術も、より循環されることが必要だと思います。２００７年問題で、シニア世代の能力の活用ということをよく耳にしますが、シニア世代の能力は、さまざまなところで有効活用できると思います。地域の発展にも大きく関わってくると思います。

　

	印象


１、　面接は、１回目、２回目とも思ったより和やかな雰囲気でした。

３０分というととても長く感じると思いますが、終わってみるととても早く感じました。（受験した友人のほとんどがそう言っていました。）

２、　１回目の面接はとても緊張して、手ごたえを感じず、終わった瞬間無理だと思いました。そこで、１回目を反省して、しっかり練習していったので、２回目の面接は受け答えもスムーズにできました
	後輩へのアドバイス


１、　とにかく面接の練習が足りませんでした。面接は自分の中だけでまとめないで、友人や先輩など、誰かに客観的に見てもらうと良いと思います。

２、　１回目の面接で、住民と対応の質問で答えに詰まり、少し目が泳いでしまいました。答えにくい質問が来ても、動揺せず、落ち着いて話すことができるかという態度が見られていると思うので、１つの答えに対し、なぜ自分はそう思うのかという理由のみではなく、そう思うきっかけについてまで、整理しておくことが大事だと思います。

＊　特別区では聞かれなかったが日本学生支援機構で聞かれた質問

　・あなたが関心のある教育問題をひとつ挙げて、意見を言ってください。

　・教育基本法で、何が問題になっていると思いますか

　・教育基本法で、大学をどう位置づけていますか？

②裁判所事務官Ⅱ種を受けたＢさんの場合　

３：１（面接官男性のみ：受験生　）の約２５分

室内に、書記をしている女性の方が１人いた。

　　

Ｑ、裁判所事務官を志望した動機を教えてください。

Ａ、　弁護士の増加による司法の社会化や裁判員制度が２００９年から始まるという現状の中で、裁判所を支える裁判所職員は、今後ともますます重要な存在となります。私は、この責任感からくるやりがいと、また、裁判所事務官の方から、「毎日が勉強であるため向上心あふれる職場であること」を聞き、そこに魅力を感じて、裁判所職員を志望しました。

Ｑ、裁判所事務官を志望したきっかけは何ですか。

Ａ、　大学３年生になって、進路について悩んでいたとき、ゼミの先生に勧められたのがきっかけです。

Ｑ、ゼミの先生はどのように言っていましたか。

Ａ、　先生は、裁判所には、本当に悩んだり、また、怒りを抱いている人が訪れるため、そうした人たちの力になれることは非常にやりがいのあることだというように言われていました。

Ｑ、どこに勤めるかというのは、Ｃさんの人生を左右するものだと思うのですが、今あなたの志望動機を聞いていると何だかそれが弱い感じがします。他に志望動機はないですか。

Ａ、　大学で法律を学んできたのでそれを職場に生かせること、さらに、専門性を深めていける職であるというところも志望動機につながっています。

　　　また、先ほども申しましたが、実際にお話をさせて頂いた職員の方が、「本当に楽しい職場だし、人の役に立っていることを実感できるからやりがいがあるよ。また、裁判所書記官という次のステップが見えているから、皆向上心があって、刺激を受けられるよ。」と話していたことは、裁判所事務官を目指す上で、大きく動機につながっています。

Ｑ、司法試験は受けましたか。

Ａ、いいえ、受けておりません。

Ｑ、弁護士を目指さなかったのはなぜですか。

Ａ、　弁護士も、司法という枠組みの中で、人のために働くという点では、裁判所事務官と同じです。しかし、弁護士は民間企業のひとつであることから、やはり利益を優先する仕事になってしまいます。この点、私は直接人のために働きたいと思っていたことから、弁護士は志望しませんでした。

Ｑ、趣味の欄に、ウォーキングと書いてあるけど、これは健康のためにやっているのですか。

Ａ、　いいえ。そうではなく、リフレッシュするために行っています。やはり、家にずっと閉じこもって勉強をしていると、ストレスもたまるため、気晴らしとしてウォーキングをしていました。

Ｑ、高校では、クラブの部長をやっていたみたいですが、部員をまとめるために工夫したことはありますか。

Ａ、　はい。部員の数が多かったため、小グループに分けてそのグループ長との連絡を密に取るようにしていました。

Ｑ、部長をしていたとき、失敗したことはありましたか。

Ａ、　はい。当初、私は部員をまとめることに集中しすぎて、退部を考えている部員に気づかなかったことがあります。私は彼女のためによかれと思って、退部を１方的に引き止めました。しかし、対話を重ねる中で、それは１人よがりの価値観であることに気づき、決して、自分の考えだけが正しいとは限らないのだということを認識しました。そして、退部をし、別の場所で挑戦していこうとする部員を心から応援し、見守ることにしました。

Ｑ、あなたの短所を教えてください。

Ａ、　私は人前で話すことが苦手です。これは、失敗したくないとの思いから守りの姿勢に入ってしまっているのだと思います。

　　　しかし、そんな自分を変えたいと思い、思い切ってクラブの部長に挑戦したことは、自分にとって大きな一歩になりました。

Ｑ、その短所によって失敗したことはありますか。

Ａ、　はい。私は、内気なために自分から積極的に人に声をかけるのができなくて、人と出会う機会を逃していると思います。

　　　しかし、大学では高校と違い、単独行動になることが多いため、話しかけられるのを待っていては何も始まりません。ですので、私は、自分から話しかけることを心がけるようにしたり、行事の実行委員などに積極的に参加していくことで、短所を改善するようにしてきました。

Ｑ、まだ働いていないので分からないと思いますが、職場にやる気がなく気の合わない同僚がいたらどうしますか。

Ａ、　誰にでも長所はあると思うので、私は、その人の長所を見つける努力をして、苦手にならないようにします。どうしても気が合わないと思っても、働いていく上では、協調性が大切であることから、最低限の付き合いはするようにしたいです。

Ｑ、今年、この試験に落ちたら、他に合格しているところにいくつもりですか。

Ａ、　いいえ。私は、裁判所事務官が本命ですので、もし、この試験が不合格だった場合は、来年再度挑戦します。しかし、そうなると、浪人することになり経済的にも精神的にも親に迷惑をかけてしまうので、その点は親としっかり話し合って、私の熱意を伝えます。そして、バイトしながら、勉強に励んでいきます。

Ｑ、車の免許は持っていますか。違反したことはありますか。

Ａ、　免許は持っていません。

Ｑ、リフレッシュ方法を教えてください。

Ａ、　私はチャップリンが好きなので、彼にまつわる本を読んだり、映画を見たりしてリフレッシュしています。

	印象


１、　当日は、９人ほどの受験生が１つの部屋に集められます。それから３人ぐらいのグループに分けられ、順番に試験部屋に連れられていきます。

２、　試験を受けるまで、２時間以上待たされたため、少し緊張が緩んでしまった気がします。

３、　面接の印象としては、圧迫という感じではありませんでした。真ん中に座っているメインの面接官の方は笑顔で話を聞いてくださっていました。厳しい質問をしてくる面接官の方も、「意地悪で聞くのではありませんからね」と前置きしてから話されました。

４、　面接時間は、予備校の情報では、４０分くらいとされていましたが、私は２５分とでした。人によっては２０分くらいの人もいました。

	後輩へのアドバイス


1、 　志望動機はちゃんと考えていきましたが、しつこく聞かれました。他の受験生の話を聞いても同様で、人によっては、面接の半分が志望動機についてだったという人もいました。特殊な職種であるため、特に、念入りに対策してください。例えば、裁判所事務官についてあまり知らない友人に、志望動機を聞いてもらう方法がおすすめです。

2、 　「私」と言わなければならないのに、「自分」と言ってしまいました。やはり、公務員の場合マナー面や形式面（服装、髪型、ドアの開け閉め、立ち方、挨拶の仕方など）は、厳しく見られると考えたほうが良いと思います。

3、 　面接で失敗談を聞く意図は、それをどのように捉え、乗り越えていったのかを知りたいからです。あげあしをとりたいためではないので、上手くまとめてください。

4、 　短所や人間関係を聞くことで、対人能力が問われています。自分がどのような対人能力があるか、積極的にアピールしてください。

試験対策　　＜官庁訪問編＞

官庁訪問とは、国家公務員Ⅰ種試験と国家公務員Ⅱ種試験の合格者が志望先の官庁を訪問して、内々定を頂くまで、面接を受けることです。

国Ⅰ、国Ⅱは、試験に最終合格するだけでは、内定をもらうことはできません。きちんとした官庁訪問対策をしてこそ、内定することができるのです。

　

＜目次＞

１、国家Ⅰ種の採用について　　

　　国家Ⅱ種の採用について　　

２、面接再現Ａ　（公正取引委員会の面接概要）　　　

　　面接再現Ｂ　（官庁訪問　最もあつい夏の記録）　

　　

	国家Ⅰ種と国家Ⅱ種では、官庁訪問のルールが異なる！？

	国家Ⅰ種は、１次試験（択一）と２次試験（論文、面接）後、最終合格してから、官庁訪問が始まります。現在は、３つまで官庁を志望することができます。内々定は７月の初旬から、中旬までにでるのが一般的です。面接会場は、本省所在地です。基本的には、千代田区霞ヶ関になります。

国家Ⅱ種は、１次試験（択一、論文）終了後、官庁訪問が始まります。都内の大学で合同業務説明会を行い、個別に官庁の説明会に参加します。興味のある場合に、次回の予約をするのが一般的です。もちろん、説明を聞くことだけも可能です。

本省（中央省庁＝霞ヶ関）希望の場合は、直接官庁を訪問して、ＩＤ番号と整理券をもらい、会議室で面接を待つのが一般的です。ＩＤ番号は、内定するまで使いますので、きちんと覚えておいてくださいね。

国家Ⅱ種は、国家Ⅱ種の試験区域内の採用となっていることです。本省は、平成１８年度より、全国どこの区域で合格しても、官庁訪問できるようになりました。よかったですね！

　なお、国家Ⅱ種は７月の下旬から生年月日順に２次試験の面接（通称　人事院面接）が行われます。内々定に加えて、８月の最終週あたりに発表される最終合格が採用の必須条件です。


· 国家Ⅰ種の採用について

　　法律職、経済職、行政職の人数配分は以下の通りです。

　　　

　　　　最終合格　　採用予定
法律職　４８０名　　１７０名
経済職　２２０名　　　８０名

行政職　　６０名　　　１５名

　　法律職が多くなっていますが、どの職種で採用されても、出世に差はありません。ただ、各省庁の採用予定は、職種によって差があるので、第一志望に自分の受験する職種があるか、あらかじめチェックしておきましょう。

· 国家Ⅰ種の官庁訪問を知るための参考文献は、「トピック６　参考図書」の面接・官庁訪問対策を参照してください。

· 国家Ⅱ種の採用について　～本省採用と出先機関採用の違い～

	１、本省の官庁訪問情報


特徴

1 拘束時間が長い　（訪問人数が多いため）

2 面接予定時間が不規則　（訪問人数が多いため）

3 内々定が１週間程度で出る　（比較的早く決まる傾向がある）

4 １月から、各省庁別で業務説明会が行われる

5 特に、併願状況の確認を何度もされる　

6 面接の回数の増加、長期化　（人物試験の重要性が高まっている）　

　　　　　　訪問日数　面接回数　　　　　　　　訪問日数　面接回数

環境省　　　　　２日　　　５回　　　　　　総務省　　　７日　　　７回

文部科学省　　　５日　　　５回　　　　　　警察庁　１０日以上　２０回以上

厚生労働省　　　２日　　　２回　　　　　　内閣府　　　４日　　　９回

（雇用均等・児童家庭局）   　　　　　　　 金融庁　　　３日　　　７回

（職業安定行政）　　　　　　　　　　　　　経済産業省　５日　　　５回

公正取引委員会　３日　　　４回　　　　　　特許庁　　　３日　　　３回

	２、出先機関の官庁訪問


特徴

1 地元学生とＵターン学生の争い

2 機関によって、選抜方法が異なる　（これは、本省も同じ）

3 全国各ブロックで行われる官庁業務合同説明会から、スタート

　　　　　　訪問日数　面接回数

東京税関　　　　２日　　　４回

社会保険事務局　２日　　　２回

２、面接再現Ａ

①国家公務員Ⅱ種試験（公正取引委員会）を受けたＡさんの場合 

以下の記述は、面接試験で、よく聞かれた質問を面接カードの順番に従ってまとめたものです。実際の面接試験の雰囲気を味わってみてください。

＜形式＞

１対１。机をはさんで、質問を受ける。面接官の質問終了後、受験者の質問。

Ｑ、なぜ公務員になろうと思ったのですか

Ａ、　はい。わたしは、高い専門性と倫理をもちながら働くことのできる国家公務員に興味を持ちまして、国家公務員を志望しました。

Ｑ、なぜ、公正取引委員会を志望したのですか

Ａ、広い視野を保ちながら、日本全国を対象に、自由経済を根本において、競争を促進して日本国の発展を図ることを目的とする公正取引委員会に魅かれたからです。

Ｑ、あなたの志望理由だと、別の官庁（経済産業省、関東財務局）のほうがいいんじゃないの？

Ａ、　日本全国を対象にする仕事ですと、やはり公正取引委員会がよいと考えます。また、競争することで、経済の発展を図るという、いわば経済活動の本筋を行っている公正取引委員会に、とても魅力を感じています。

Ｑ、本省は、仕事が多いから、大変だよ。本当に大丈夫？

Ａ、はい。大丈夫です。

Ｑ，実際の仕事は、小さいことばかりだよ。あなたの言うほど、国家公務員の業務は広くないよ？

Ａ、はい。理解しています。私は、公務員はチームで働くものだと考えています。結果として、大きいことも扱うと思いますが、目の前にある仕事に丁寧に取り組んでいくことが、大切だと思っています。仮に、雑用であったとしても、全体の一部を担っていますので、重要な仕事だと考えて、きちんと対応したいと思います。

Ｑ、転勤もあるけど、だいじょうぶ？

Ａ、はい。大丈夫です。地方の実情を知る上で、その地域で働くことは、大変意義があると考えています。また、その後に、本省に戻った際に、地方で学んだことが生かせると思います。

Ｑ，ストレスがかかる仕事ばかりだよ？ストレスには強いの？

Ａ、はい。大丈夫です。全力でがんばります。ストレスは、ためすぎないことが大切だと考えています。現在は、ジョギングで体を動かして、ストレス解消をしていますので、仕事が始まってからも、続けていきたいと思います。

Ｑ、大学時代、力を入れていたことは何ですか？

Ａ、大学時代は、読書とディベートサークルに力を入れてまいりました。読書は４年間で５００冊の読了を達成しました。ディベートサークルでは、他大学のレベルの高い選手と接することで、自身の向上に役立ちました。また、サークル内でも、お互いに切磋琢磨できる友人と、成長することができました。

Ｑ、ディベートの説明をしてください。

Ａ、わたしは、政策ディベートをやっていました。これは、ひとつの政策を導入するべきか否か、論題が立てられまして、それを肯定するか否定するか、立場を分けた上で議論して、第三者であるジャッジを説得するものです。

Ｑ、ディベートだと、相手を論破しようとするよね。人のいうことを聞かないんじゃないの？

Ａ、そのようなことはありません。実際は、ディベートは相手の主張することを理解するために、じっくりと聞いて、理解しなければいけないからです。私は、ディベートを通して、人の話を聞く姿勢と方法を学ぶことができました。

Ｑ、ゼミで「法と文学」とあるけど、何をやってきたの？説明してください。

Ａ、ゼミでは、法律家の書く文学と文学の中の法律について、勉強しました。主に、シェイクスピアを対象に、その時代背景と法律問題について、先生から教えていただきました。

Ｑ、なぜそのゼミを選んだの？

Ａ、ゼミの説明会に伺った際に、先生の教養と弁護士として培ってきた問題意識の高さに魅かれて、自分の人生の模範として、この先生を知りたいと思い、志望しました。

Ｑ、ゼミの教官から、何を学びましたか？

Ａ、人生で生きるうえで、何を指針とするべきか、を学ぶことができたと思います。

Ｑ、自己PRで知的好奇心では誰にも負けない、とあるけど、具体的にどんなことをしてきたの？

Ａ、私は、もっと世界を知りたいと思い、大学に入学しました。１年に１００冊のペースでよんできたのですが、大学３年に就職活動する際に、自分がこれまで接してきた世界よりも広い世界に遭遇したのをきっかけに、なんてこの世界は面白いんだ。もっと世の中を知りたいと思いまして、３年の秋から冬にかけて、３００冊程度を読了しました。

Ｑ、どんな本を読んだの？

Ａ、主に、政治や経済など、社会にかかわるものが多かったです。自分がどのように社会と接していくべきか、学ぼうと思っていたからです。

Ｑ、そこから、何を学びましたか？

Ａ、堀紘一さんという経営コンサルタントの方の本から、仕事をしていくことはチームで働くことだと教わりました。公務員の仕事は１人でするのではなく、チームでしていくことだと思うので、チームの中で常に自分の役割を意識しながら、働いていきたいと思っています。

Ｑ、趣味にジョギングとありますが、どれくらいのペースでやるの？

Ａ、１週間で３回程度です。体を動かすと、すっきりするので、よいストレス解消法になっています。

	ポイント解説


1、 大体の面接官は、官庁訪問時に記入した面接カードと評価シート（推定）にメモに

記入していました。次の面接官が、面接のはじめに読んで、参考にしていました。

２、　質問はやる気のあらわれです。評価になっているかはよく分かりませんが、質問した際、メモをとっていたので、１回の面接で２回するように心がけました。

３、　官庁訪問の面接は、面接カード（官庁訪問の場合は訪問カード）にしたがって、質疑応答を重ねる形式をとります。省庁によっては、集団面接やグループディスカッションなどもあります。

4、 　上記から、志望動機と自己ＰＲ（自分のことを相手に知ってもらうこと）の２つしか聞かれていないことがわかると思います。面接カードに書いたことと自分がそれについて、どう考えたか、どう行動したかなどのエピソードを積極的に話すことが合格につながります。そこに、「あなたらしさ」があるからです。

5、 　面接試験では、必ずといっていいほど、体力面、ストレス面の耐性について聞かれます。仕事がハードなのは、受験する側は承知の上です。質問されたら、「はい、大丈夫です。」と発言したあと、なぜ、大丈夫なのか理由を述べましょう。体を動かして何かをしていることをアピールすると、好印象です。

	気をつけたこと


· 元気よくハキハキと対応。そして、質問にも、笑顔で対応

· 入退場も含めて、マナーや形式面がすべてうまくいった

· 訪問カードの書き方や面接の質疑応答など、参考書や受験雑誌や合格者のブログから情報を得て、対策をした

· 面接官からの質問や突っ込みに対して、黙らなかった

· 私の場合、「そうですね～」や「たしかにおっしゃるとおりだと思います。しかし、～」と、間を伸ばして、その間に考えるようにした

· 無理をしない範囲で前後の発言が矛盾しない回答をした

＜　官庁訪問の参考文献　＞

１、官庁訪問データファイル　　　　　　　ＴＡＣ出版

２、シビルサービス　　　　　　　　　　　早稲田経営出版

３、受験ジャーナル　　　　　　　　　　　実務教育出版

４、国Ⅰ人物試験マニュアル　　　　　　　早稲田セミナー

５、地上･国Ⅱ人物試験マニュアル　　　　 早稲田セミナー

（全国の早稲田セミナーで、５月ごろから販売）
その他、官庁訪問に関する市販の参考書は、すべて目を通しました。

面接再現Ｂ

ある受験者の官庁訪問の記録

ここでは、ある合格者の方の実際の官庁訪問記録を記しておきます。７月から９月まで、暑い夏に官庁訪問は行われます。肉体面、精神面ともに、つらいこともあると思いますが、合格すればすべてが報われます。あきらめない姿勢が大切です。

①　東京税関

 

１回目：７月２０日

面接官２名はどちらも男性、見た目は４０～５０代、課長、右の方が主に質問

質問：　自己PR、転勤が多いが大丈夫か、自分の興味のない部署に配属されてもやれるか、宿直があるが寝ないで作業したことがあるか、体力には自信があるか、犬は好きか、どんな仕事をしたいか、海外へ行ったことはあるか、税関のイメージ、趣味・特技、長所・短所

印象：　全体的にはかなり雰囲気はかたい面接であった。受験者の一挙一動をばっちり見られている気がしたので、緊張した。志望理由と同じくらいに自己PRを念入りに考えておこうと思った。面接を終えてから、若手の人事の方に翌日（２１日）に再度面接に来るように言われる。

 

２回目：７月２１日　１３：４５

面接官は２名、男性で５０代、前日の面接官より上司であることは分かった

質問：　公務員を志望した理由、ゼミのこと、他の省庁の面接予定など

印象：　他の省庁等の面接予定などをまじめに答えてしまったことで、税関への熱意が疑われたのかいまいち手ごたえのないものとなった。

　　　　
②　関東地方更生保護委員会

 

１回目：７月２１日　９：００

まずは身上調書を書く

内容：　志望動機、学歴、資格、専攻分野、他の官庁訪問の結果、アルバイト歴、趣味・クラブ、家族構成、健康状態、自己PR（人柄を象徴するエピソードや大切にしていること、興味のあることなどもふまえて）

面接官は２名、４０代の男性、向かって左の方が主に質問

質問：　志望動機、クラブ、転職は平気か、ゼミと志望動機の関わり、他の省庁の訪問、

ＢＢＳの活動について、法務教官は目指さなかったのか等自己PR等身上調書の内
容に沿った質問

印象：　私の場合は志望動機とゼミとの関連が全くなかったため、大学で興味を持った少年非行論などの授業での話にすりかえるのが難しかった。６：００ごろの電話があり、次の面接の日程を知らされる

 

２回目：７月２７日　１４：００

一次面接に比べかなり受験者の人数が減った気がした。

面接官２名、男性で４０代の方と５０代の方、質問は大体、５０代の方がしていた

質問：　志望動機、異動について、興味、ゼミ、他の省庁の面接状況、職員の印象、心理学について、法務教官について

印象：　雰囲気は和やかで緊張することもなく進んだ。

 

③　厚生労働省

 

１回目：７月２２日　９：３０

面接カードと官庁入庁証を書く。内容はほぼ履歴書のようなものであるが、項目が多く、書くスペースはあまりなかった。制限のある中で書くのは厳しかった。

面接カードの内容で特徴的なもの：最近気になったニュースとそのことに関して自分はどう思ったか

受験者３人に対して面接官は２名の集団面接。面接官は若手３０代後半～４０代の男性、全ての質問は片方の方が行い、もう片方の方は特にチェックしている様子もない。一つの質問をランダムにあてていった。

質問：　志望動機、公務員の志望動機、友人とのかかわり、友人からはどんな人物だと思われているか、気分転換の方法、「組織の中で働く」ことへのイメージ、自分の意見と上司の意見が食い違ったらどうするか、仕事をする上でどんなことに気をつけていきたいか、自己PR、長所・短所

印象：　面接官の雰囲気は非常に優しい感じで、受験者の話にうなずきながら聞いてくれる。集団面接が終わると次に個人面接へとうつる。

 

２回目：同日

面接官１名、４０代後半～５０代の男性

質問：　志望動機、所属クラブ、夜遅くまで勤務することに関して、既往症と体力について、友人

との関係、アルバイトで問題があったときにはどのように対処したか、自己PR、大学で
の生活・ゼミについて、職員の印象、職務で特に興味をもった分野、よい職場とはどんな職場をいうか、趣味

印象：　面接は和やかに進みやりやすい。厚生労働省は特に、出入り時のマナーなどを他の官庁よりの厳しくチェックする様子もなく、受験者に緊張させずに人物重視の面接を行おうという気持ちが感じられた。面接後の今日また面接をするので食事をしてから戻ってきてほしいといわれる

 

３回目：同日　１４：００

面接官１名、５０代の男性

質問：　これまでのものとたいして変わらない。今までで苦労したことなども加えて聞かれる

印象：　雰囲気は和やか。面接後に若手人事の方から、ぜひこちらで働いていただきたいと思っているので、月曜日（２４日）に再度くるようにいわれる。面接官はお忙しい方なので時間はずれることもある、と言われ、次の面接官はかなりの上司だと予想された

 

４回目：７月２４日　１７：００

受験者の人数はこれまでになく少なく、待合室にも緊張した雰囲気がある

面接官１名、５０代後半の男性、顔からしてあきからにお偉いさんであることがわかった。

印象：　今までの面接とは違い、雰囲気も面接官の態度もかたく、反応が悪い。省の政策についての質問や、「社会的入院」についてなど予想していないような質問をされかなり動揺した。時間も短く、気に入られなかったな、と感じた。

 

＊　厚生労働省はその後連絡がなかったが、９月に入り電話があった。何の電話かはわからなかったが、そのときにはもう他の内定が決まっていたので、お断りした。

 

④　東京法務局

 

１回目：７月２５日　９：３０

５～６人のグループに分けられ、訪問カードに記入。その日は訪問カードに沿った内容を質問され、最後に「あなたの性格を一言でいうと？」という質問で終了。

面接の予定は後日電話で知らされる

 

２回目：８月９日　１０：００

身上調書を書く。

内容：　志望動機、自己PR、やりたい仕事、最近読んだ本、クラブ活動、家族構成など

面接官は２名、４０代の男性。志望動機などは身上調書とかぶらないように話してくださいといわれる

質問：　身上調書の内容にそったもの。その他、体力には自信があるか、転勤は大丈夫か、アルバイトの経験が法務局の業務にどう役立つか、他の省庁の志望理由、ここから内定がでたら他を断れるか

印象：　雰囲気は和やかで、あいづちもうってくれる

　　　　終わるとすぐさま集団討論へと移される

 

３回目：２回目と同日

面接官３名に対し受験者８名。４対４のディベート形式で行われる。面接官は男性２名、女性１名。発言は男性の方のみが行い、他２名は終始なにかをチェック

し、書きとめている様子。

テーマ「裁判員制度の導入について」

最初の３分間はテーマについて、自分の意見をまとめる時間として与えられる。双方のグループは交代する形で、テーマである裁判員制度導入について

賛成・反対の意見を言い合う。前・後半じゃそれぞれ１５分、間１分。
印象：　さほど積極的に発言するわけでもなかったが、自分の意見はきちんとし根拠を持ったものにすることにつとめた。またあまり発言しない受験者の発言を促すようにした。

　　　　後日に電話があり、次回の面接予定を告げられる。

 

４回目：８月２２日　１１：３０

面接官１名、５０代の男性

質問：　志望動機、他省庁の面接の結果、ゼミ、大学生活、アルバイトでの経験などいたって普通。ただし、印象的だったのは「就職してから退職、そして退職後の自分なりの人生構想を３分で述べてください」という質問。

印象：　出入りのマナーは少し厳しめ。しかし圧迫的ではなく、面接自体は和やかに進む。されたことのない質問に戸惑うもなんとかこなす。面接自体は１５分ほどの短いもので、

　　　　感触のあまりないまま終了。

 

⑤　人事院
人事院は希望していなかったが、最終合格後に電話があり、面接にきてほしいということで受けることにした

 

１回目：８月３１日　１２：３０

面接カードを書く。内容は月並みだが、特徴的なのは自己PRのスペースが非常に広く、準備していないときつい

面接官１名、４０代の女性

質問：　人事院の仕事をどう思うか、どんな仕事に就きたいか、他の省庁の面接結果など

印象：　面接というより談話のような感じ。人事院側から面接要請をしたからなのか志望動機は聞かれなかった。

 

２回目：同日

面接官１名、４０代後半～５０代の男性

質問：　１回目とほぼ同じ。ただ、なぜ税関を受けたのか、など他の省庁の志望理由を一つ一つ細かく聞かれた

印象：　面接官の反応はよく、理解しようとつとめているように見えた

 

３回目：同日

面接官１名、５０代の男性、課長

質問：　いままでとたいして変わらない。苦労体験、中央と地方とどちらで働きたいかなども加えて聞かれる。

印象：　雰囲気は悪くないが、少しでもあいまいな表現をすると厳しくつっこまれる。

 

４回目：同日

面接官１名、５０代の男性、私で最後です、といわれる

質問：　人事院の仕事の内容など、質問というよりも面接官がとにかくよく話して、いろいろなことを教えてくれた。面接時間も５０分近く、さすがに驚いた。

 

⑥　国立病院機構（内定）　

 

９月１日　１０：００

面接官２名、４０代の男性、双方が偏ることなく質問

質問：　志望理由、ゼミのこと、他省庁のこと、現在の健康状態、転勤は大丈夫か、夜間勤務は大丈夫か、希望勤務先

印象：　かなり広い部屋での面接だった。面接官の反応は良くも悪くもない。出入りのマナーはかなり厳しくチェックしている様子だった。

９月４日に電話があり、内定を告げられる。また、今後は他のどの省庁の面接・内定も受けないようにと強く言われる。

『行政ではどんな人材が採用されるのか』

そんな当たり前だけど、重要な問いに応えたレポート

それが、

ＭＴＡスタンダード
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＜コンピテンシー型面接の内容＞

参考資料　各省庁・自治体の採用したい人材像

①　経済産業省　　　　　⑦　鳥取県　　　　⑪　横浜市

②　財務省　　　　　　　⑧　埼玉県　　　　⑫　広島市

③　外務省　　　　　　　⑨　栃木県　　　　⑬　京都市

④　法務省　　　　　　　⑩　北海道　　　　⑭　市川市

⑤　社会保険庁　　　　　
⑥　東京地方検察庁　　　
行政で採用される人材像

＜人物試験改正の流れ＞

現在、行政ニーズの変化や多様化する行政課題に的確に対応し、質の高い行政を展開するため、専門性や独創性に富んだ人材、幅広い視野や柔軟性等を有する人材の確保・育成が求められています。

そこで、Ⅰ種合格者に求められる能力、資質としては国民全体の奉仕者としての強い自覚と公務に対する使命感、積極的に問題に取り組んでいく責任感、幅広い視野と教養に裏打ちされた思考力や判断力、自らの組織のメンバーはもとより相手方とも十分な意思の疎通ができる対人関係能力、自分の立場や意見を的確に主張できること等が挙げられます。

かつてのⅠ種試験における人物試験は実質的に公務への適格性を書くものを排除する機能が中心でしたが、今回のコンピテンシー型面接の導入によって、様々な評価項目を通して、職務遂行能力をみることが可能となります。コンピテンシーとは、行動に表れる能力、特性。結果や成果と結びつく能力、特性のことをいいます。アメリカやイギリスの国家公務員試験では導入済みとなっています。

＜コンピテンシー型面接のメリット＞

従来型の面接では、仮定された場面での意向や行動が質問されていたが、コンピテンシー評価型の面接では、過去の具体的な行動を質問して、課題をどのように設定したか、解決に向けてどのように行動したか、その際に具体的に何をしたか、そのときにどう考えたかを問うものとなります。

また、経験学習力（コンピテンシーラーニング能力）を問うことが可能となります。その中身は、①コンピテンシーを学習する能力、②自己及び他者の経験から学習し適用する能力の二点です。以上を面接で示すことが可能となります。

＜コンピテンシー型面接の実施形態＞

評価の信頼性・妥当性を高めるために半構造化面接を実施します。具体的には、試験時間の統一（２０分）、複数の面接官（３名）、評価項目及び着眼点の設定、標準的な質問展開の設定、質問と評価要素の対提示と具体的な評価尺度、柔軟性のある個別質問が行われます。

＜人物試験と面接カードの構成＞

過去、現在、未来という流れで自己表現できるように、過去として「力を入れてきたこと」、「達成感があったと感じていること」、現在として「関心事項」、将来として「志望動機、自己ＰＲ」が設定されます。面接官からの質問は、「力を入れてきたこと」、「達成感があったと感じていること」にどう思ったか（感想）を聞くのではなく、どう行動したか、具体的に聞くようになります。

＜コンピテンシー型面接の内容＞

職務遂行能力の発揮を時系列的な場面に分けて考えると、まず（１）課題に取り組むこと（２）取り組んだ課題の解決に向けてのプロセス（３）最後まで取り組んで結果を出したか（４）結果が性向であった場合も失敗であった場合もその課題での経験を次に生かせるかということをあげることもできます。これら一連の課題解決のプロセスを想定して６つの評定項目を設定しました。

課題への取り組み　　　　　　　→　　　　解決に向けてのプロセス
①積極性　　　　　　｛⑤自己統制力　　　　　｝　　②社会性

　（意欲、行動）　　｛（情緒安定性、統制力）　｝　　　（他者理解、関係構築力）

　　　↑　　　　　　｛⑥コミュニケーション力｝　　　　　↓
④経験学習力　　　　｛（表現力、説得力）　　｝　　③信頼感
（課題の認識、経験の適用）　　　　　　　　　　　　（責任感、達成力）

課題での経験を次に生かす　　　←　　　　最後まで取り組んで結果を出す
＜コンピテンシー型面接の設定項目の説明＞

設定項目１、積極性（意欲、行動力）

	　着

　眼

　点
	自らの考えを積極的に伝えようとしているか

	
	考え方が前向きで向上心があるか

	
	目標を高く設定し、率先してことに当たろうとしているか

	
	困難なことにもチャレンジしようとする姿勢が見られるか


積極性は、課題下の取り組みに関連し、それに結びつく能力を示すものです。

設定項目２、社会性（他者理解、関係構築力）

	　着

　眼

　点
	相手の考えや感情に理解を示しているか

	
	異なる価値観にも理解を示しているか

	
	組織や集団のメンバーと信頼関係が築けるか

	
	組織の目的達成と活性化に貢献しているか


取り組んだ課題の経穴に向けてのプロセスの中で、課題の理解や知識、技術に関する能力に加え、他者理科や関係構築力という対人的な能力としての社会性が求められます。

関係構築力には、新たに関係を構築する能力と関係を深めることのできる能力の双方が含まれます。

設定項目３、信頼感、（責任感、達成力）

	　着

　眼

　点
	相手や課題を選ばずに誠実に対応しようとしているか

	
	公務に対する気構え、使命感はあるか

	
	自らの行動、決定に責任を持とうとしているか

	
	困難な課題にも最後まで取り組んで結果を出しているか


公務においては、正解の無い問題や困難な問題に直面しても投げ出さない、粘り強く確実に成し遂げるという行動が求められます。

設定項目４、経験学習力（課題の認識、経験の適用）

	　着

　眼

　点
	自己の経験から学んだものを現在に適用しているか

	
	自己や組織の状況と課題を的確に認識しているか

	
	優先度や重要度を明確にして目標や活動計画を立てているか

	
	他者から学んだものを自己の行動や経験に適用しているか


公務を遂行するに当たっては、これまでと状況が変化したり、新たな課題に出会うなど、想定されていなかった状況や課題に対面しても対応していける力を持っていることが求められています。

経験学習力は、意欲やモチベーションともかかわりがあり、自己の成長への意欲、達成感へと結びつきます。

設定項目５、自己統制（情緒安定性、統制力）

	　着

　眼

　点
	落ち着いており、安定感があるか

	
	ストレスに前向きに対応しているか

	
	環境や状況の変化に柔軟に対応できるか

	
	自己を客観視し、場に応じて統制することができるか


組織の一員として、職務遂行全般において安定性、感情面でのコントロールが必要です。

設定項目６、コミュニケーション力（表現力、説得力）

	　着

　眼

　点
	相手の話の趣旨を理解し、的確に応答しているか


	
	話の内容に一貫性があり、論理的か

	
	話し方に熱意、説得力があるか

	
	話がわかりやすく、説明に工夫、根拠があるか


この能力の基本は、相互理解にあり、まず相手の話がわかること、そして相手を理解できることが前提となって自らを表現できることですが、特に、職務を遂行する上では表現が論理的であることが求められます。

参考資料　各省庁・自治体の採用したい人材像

①　経済産業省
1、 変革の時代において、自ら変化することを恐れずに創造的破壊に挑戦し、新たな地平を切り開く気概を持つ者
2、 単に考えるだけでなく、それを目に見える形で実現するために行動に移すことができる者
Ⅰ種行政官は、この経済産業省の将来の幹部候補として、経済産業政策をリードしていく役割を担っていくことになります。常に時代の動きを的確に捉え、常識を疑う勇気と知的な好奇心を持ち、柔軟な思考と幅広い見識を備え、強い信念・使命感を有する人材が是非必要です。このような人材が自由闊達に議論し、切磋琢磨していく組織、それが経済産業省です。就職選びに色々と悩まれることは当然でありますが、噂話やイメージで判断するのではなく、どんな人材が、どんな職場環境の中で、どんな仕事をしているのかについては、最後は自分の目で見、自分の耳で聞いた情報をもとに決定するしかありません。是非、若いエネルギーをもったみなさんに経済産業省の門をたたいていただきたいと思います。
②　財務省
　現在、我が国の財政は、先進国の中でも最悪の状況になっており、財政構造改革が喫緊の課題になっています。また、社会保障制度、国と地方のあり方など、戦後わが国の基盤となってきた様々な制度について、改革が求められています。こうした大きな課題一つ一つに財務省は深く関わっています。
　これらの課題の解決には、若い人たちの熱い情熱と柔軟な発想、果敢な行動力が必要です。我々は、志を持つ一人でも多くの若い人たちと共に、これらの課題の解決に向けて取り組んでいきたいと考えています。
③　外務省

多くの重要な外交交渉にたずさわる機会がありましたが、つねに心がけたことは、交渉結果が日本の利益になること、その一点でした。

　外交官というのは、外国との交渉に日本という国を代表して参加するわけで、その責任の重さは大変なものです。一人の個人がなし得ることは限られていますが、それでも外交官一人ひとりの仕事ぶりが「違い」を出せると思いますし、それが国益を左右するわけですから、格別のやりがいがあります。

　外交官を志すみなさんには、若いときにいろいろなことにチャンレジして、幅広く豊かな個の力を養ってほしいと思います。

薮中三十二（外務審議官）　昭和44年入省

④　法務省

1、 コミュニケーション能力の高い人

2、 環境の変化に的確に対応できる人

3、 自己変革力をもち、成長できる人

⑤　社会保険庁

社会保険の運営は国民と実際に接するサービス業務の側面と巨大な公的年金制度等を運営するマネージメント業務の側面を兼ね備えています。そこで、常に国民の視点で物事を判断できる柔軟性と創造力を持ち合わせた者、チャレンジ精神の旺盛な者を求めます。

⑥　東京地方検察庁

1、 積極性に富む者

2、 協調性を持つ者

3、 正義感に満ちあふれた者。

⑦　鳥取県

鳥取県では、「県政の主役は県民である」との基本理念の下、徹底した現場主義と情報公開を推進しています。新規採用職員には、節句欲的に現場に出て県民の声を聞き、情報を共有しながら皆とオープンに考え、そしてどんな施策が効果的か柔軟に思考して企画・立案し実施できる、積極的な行動力や創造力を持った人を求めています。

⑧　埼玉県

時代の変化を好機ととらえ、夢の実現にとんとん取り組むチャレンジャー

⑨　栃木県

時代の潮流を的確に捉え、課題に迅速かつ積極的に対応できる、行動力あふれる人間力豊かな若い力

⑩　北海道

北海道が好きで北海道の発展に貢献したいと考えている方

幅広い興味と視野を持ち、自分の能力を磨いていく向上心を持つ方

様々な意見に耳を傾け、さらに自分の考えをわかりやすく伝えることができる方

⑪　横浜市

○　責任感を持ち、強調のもと目標を達成できる職員

職場における「相互理解・協調」のもと、責任感と緊張感を持ち、より高い「目標を達成する」ことができる職員
○　市民とともに取り組み、信頼される職員

「市民とともに取り組む」姿勢を通じて「市民とのゆるぎない信頼関係」を築くことができると同時に、ヨコハマを愛し、市民に貢献する姿勢を持った職員
○　自ら考え行動し、チャレンジし続ける職員

　　時代の動きを敏感に捉え、様々な課題を自ら発見し、解決に向け主体的に行動できるとともに、広い視野とチャレンジ精神を持って粘り強く変革に取り組むことができる職員
採用試験において、求める能力・資質は次の通りです。

◎　幅広い知識、思考力をバランスよく備えていること

◎　コミュニケーション能力に長け、社会性に優れていること

◎　時代の動きに敏感な高いアンテナ感度を有していること

⑫　広島市

これからの市政を担う人材として、市民のニーズを先取りでき、また、市民からの提案、意見等の本質を把握することができ、それを的確に行政課題として受け止め、解決していくことができるような意欲的で創意工夫に富んだ人を求めています。

具体的には、前例や固定観念にとらわれない柔軟な発想と豊かな感性を備え、明確な目的意識と責任感を持って、仕事を最後までやり遂げることができる心身ともに健康で前向きな人に入庁していただきたい。

⑬　京都市

常に市民の目線に立ち、よりよい市民サービスを提供する意欲のある人、チャレンジ精神を持ち失敗を恐れず積極的に行動できる人、古い枠組みにとらわれず新たな変革を積極的にデザインする姿勢を持っている人

⑭　市川市

多様なニーズに対応できる人材。知識、経験、資格などの職務能力はもちろん、思いやりやあたたかさといった人間性も重要。これまでの公務員像にとらわれず、自分の個性や魅力をぜひアピールしてください。

地域の文化、特性からくる多様なニーズに対応して、困難を克服していくことに醍醐味を感じられるような人。積極的に挑戦して、どうしたらもっと良くなるのかを意欲的に考えて行動できる人。

以上、国、県、市で職員に求められるものを見てきました。
自分が希望する省庁、地方自治体ではないから、関係ないと思っていた人もいることでしょう。
しかし、よくみるとわかると思いますが、どこでも求められている人材像にはそれほど大きな違いがありません。つまり、同じ行政である以上、ほしい人材像の根幹は似通ってきます。
ただ、国家の本省、国家の出先、地方の県庁、地方の市役所では、行政サービスや職務内容で差があります。それぞれで求められている人材像をもう一度チェックしてみると良いでしょう。
「公務員って安定してるし、いいかもしれないな～」

「親は公務員を勧めていているけど、実際に受けるのは大変そうだなあ」

「そういえば、公務員ってどうやればなれるんだろう？」

そんなふとした疑問をもった方へ贈る私たちのメッセージ。それが、

「公務員スターターキット」
現役合格者たちが、公務員と公務員試験で本当に知っておけばよかった、と思ったことを網羅的に編集したガイドブックとなっています。

さあ、公務員試験の世界を少し覗いてみましょう。

＜目次＞

第一部　～　公務員試験を受験しようかどうか考えているあなたへ　～

（内容）　　　　（ｐ１～７）

　学内講座、申し込み方法、受験仲間の作り方、業務説明会、試験の種類、相談先、予備校の利用法、情報源、進路、受験の仕方、警察官、理系からの公務員、女性、英語など

第二部　～　公務員試験の受験を決めたあなたへ　～
（内容）　　　　（ｐ８～１２）

　願書の提出時期、択一、論文、面接試験対策、勉強法、官庁訪問の対策、併願など

作成　　ＣＳＳ公務員チーム
第一部　～　公務員試験を受験しようかどうか考えているあなたへ　～

（内容　学内講座、ガイダンス、情報など　）

· 大学にはどんな講座がありますか？

創価大学では、予備校のＴＡＣと提携して、学内講座を用意しています。一年間かけて、じっくり力をつけることができます。また、大学主催ではありませんが、創価大ＯＢの方々が行っている公務員ゼミ（キャリアアップゼミ）があります。公務員ゼミは、ＯＢ・ＯＧによる相談会を中心に、講演会や自己分析講座、論文対策、面接対策（模擬面接など）を実施しています。

公務員に関する情報は、キャリアデザインステーション横（Ａ棟１階）に掲示しています。

· 学内講座は、どこで申し込めばいいんですか？

キャリアセンター（Ａ棟１階）が窓口になっています。パピルスで証明書を発行してから申し込みます。詳しい手続きはキャリアセンターの窓口で気軽に相談してください。

· 学内講座の内容を教えてください。

憲法、行政法、民法、経済学、財政学、政治学、一般知能を講義形式で一年間受講します。一般教養（自然科学、人文科学、社会科学）は、行政教育センター（国研棟３階）でＤＶＤの貸し出しをしています。これだけあって、９万円とお安くなっています。

その他、４月頃から直前対策も行っています。（直前講座のみを受講する場合は２万円）くわしくは、キャリアセンターまでお問い合わせください。

· 学内講座の受講の仕方にコツはありますか？

　　　復習すること。この一言です。知らないことを予習することは難しいことです。しかも、公務員試験は、たくさんの科目を試験に向けて準備しなければいけません。だからこそ、省エネのために復習するべきです。９０分の講義は、１５分の復習で理解することが可能です。兎にも角にも、何度も復習してください。

· 論文試験には、どんな種類がありますか？

　　　論文試験は専門記述と教養記述があります。専門記述とは、憲法や経済学など専門科目を筆記させて、論理的な力や、構成力、専門知識をみる試験です。教養記述は、社会問題について出題され、解答するのが一般的です。構成や論理展開、誤字脱字などを見る試験となっています。テーマは、フリーターや環境、子育て、高齢者などがあります。知識は朝日キーワードのレベルで大丈夫です。論文試験は、得点になる場合や合否判定のみの場合など職種によって異なります。対策としては参考書や予備校を用いましょう。

· 受験仲間がほしいのですが・・。
　学内講座に申し込んだ学生同士は、結びつきが強く、受験期間はお互いに励ましあったとの合格者の話をよく聞きます。また、公務員ゼミでも、同じ目的を持った友人をもつことができます。 また、予備校のゼミを利用すると、レベルが高い友人ができるため、お勧めです。

· 外部の予備校と学内の公務員講座はどちらを利用したらいいのでしょうか？

　　　学内講座は、安価で全範囲の学習をすることができます。ただ、論文や面接対策が十分ではないため、自分に足りないものを外部の予備校を利用して、学ぶようにするのが有効でしょう。

　　　また、早稲田セミナーなどが行っている、職種（国Ⅰ法律、国Ⅰ経済、国税、都庁、裁事など）にあわせたゼミ形式の講座は、その職種を志望しているなら、ぜひ受講してみてください。試験合格から内定に至るまで有効な情報が手に入ります。

· 公務員の業務説明会はいつ、どこでやっていますか？

官庁は、１０月から説明会を開始しています。年始からはじめる官庁も多いようです。国家公務員に関するガイダンスは、人事院のホームページを参照してください。官庁合同業務説明会（２月末～）は、一度にたくさんの官庁の説明会に参加できるので、お勧めです。地方公務員に関しては、希望する自治体のホームページを参照してください。

また、早稲田セミナーでは、過去に開催した業務説明会ガイダンスのテープを見ることができます。全職種に対応しているので、興味のある方は、ぜひ一度行ってみてください。

· 受験を決めたら、どこに相談にいけばいいのですか？

　　　前期・後期に開催しているキャリアセンターのガイダンスに参加してみてください。具体的な試験対策を知りたければ、キャリアデザインステーション（Ａ棟ロビー）や学生ホール1階、本屋にある参考書やパンフレットを読んでみてください。特に、パンフレットは、試験科目やスケジュールを知るのに最適です。早稲田セミナーやＬＥＣなどの予備校の説明会に参加・相談に行ってみるのもいいでしょう。まだ、具体的に考えていない場合は、公務員ゼミに参加して、実際の公務員の先輩に会ってみるのもいいでしょう。

· 「公務員は情報戦」と先輩が言っていますが、どんな情報を集めればいいでしょうか？

　　　公務員試験に関する情報は、やはり予備校が一番もっています。ですから、予備校のガイダンスや受験雑誌を定期的にチェックすることが必要になります。また、公務員試験は、職種が多いため、その職種にあわせた情報を仕入れなければいけません。そこで有効なのが、予備校のゼミ形式の講座です。目的に合わせた情報収集を心がけることが大切です。

· 公務員にしようか、民間にしようか迷っています。

迷っている姿は自然な状態ですから、そのことを心配する必要はありません。公務員合格者も迷ったまま、勉強を開始した人が多くいます。「まず、やってみる」ことが大切なのです。とりあえず、公務員に関する本を読んで、考えてみましょう。

また、社会人になる力を身につけるきっかけとして、キャリアセンターが主催している民間就職用のガイダンスや会社の説明会、ＲＳＳやＣＳＳの企画に参加してみると良いでしょう。

· どのくらい勉強すれば受かりますか？

勉強期間として、一年間ほしいところです。しかし、一日１０時間程度勉強すれば、３ヶ月でも合格できます。ただし、誰でもできるわけではありませんので注意してください。公務員試験は科目数が多いので、浅く広い知識のつながりを学ぶことが学習のコツです。

· 民間希望ですが、地元に帰ってくるよう、親から公務員を勧められています。

　　　公務員は地方の有力な就職先ですから、検討する価値はあります。自分がなぜ民間志望なのか、その志望は公務員ではできないのか、などを考えてみるとよいでしょう。地方公務員試験対策は、民間の筆記対策にもなりますから、決して無駄にはなりません。

· 公務員と民間企業の併願はどうすればいいでしょうか？

　　　ぜひ一度、会社訪問や就職関連のセミナーに参加してみてください。新たな発見があることと思います。また、最近の傾向ですが、公務員の人事は従来のイメージとは異なった公務員を欲しています。

· 受験スケジュールの作成プロセスがわかりません。

お手軽に、合格者の計画から拝借して自分に当てはめる方法がお勧めです。そのために、受験ジャーナルの入門ブックや学習スタートブックを読んでみましょう。また、エール出版の「私の国家公務員Ⅰ種試験合格作戦」もお勧めです。計画は、受験当日→１週間前→１ヶ月前→３ヶ月前→半年前、と逆算して考えると、いま何をしたら良いのか、見えてきます。

· 学部別で、お勧めの職種はありますか？

公務員は、学部を関係なく採用します。なぜなら、どこの組織も優秀な人材がほしいからです。そうはいっても、自分の学部に関係ない試験は、なかなか受験する気がしないのも確かでしょう。　　
そこで、経済学部・経営学部なら、国税専門官がお勧めです。税務で会計を扱うため、試験科目でも会計学が７問出題されます。経済学関係の試験科目が多く入っているのも特徴です。教育学部なら、法務教官や家庭裁判所調査官があります。少年たちと向き合う仕事のため、教育学や心理学の試験科目があります。

すべての学部にお勧めできるのは、国家公務員Ⅱ種試験です。平成１７年度の試験改正で、教育学（５問）と心理学（５問）が入り、かつ英語（一般、専門　各５問）と経営学（５問）も選択可能なため、法律学や経済学を選択しなくても、合格することが可能になっています。　　また、ほとんどの官庁を選択できるため、様々な選択をすることが可能です。例えば、福祉なら、厚生労働省、教育なら、文部科学省など、メニューは満載です。

· 予備校の利用の仕方を教えてください。

　　　大学においてあるパンフレットを読んで、各予備校の特徴やフォロー制度などの必要な情報を集めましょう。早稲田セミナー、ＴＡＣ、伊藤塾、ＬＥＣなどは、ロワール１階にあります。学生ホールにも何種類か配置してあります。

　　　パンフレットを読む時間がない人は、直接予備校に行ってみてください。必ず職員が対応してくれます。質問したいことをまとめていくとよいでしょう。また、電話で聞くことも可能な場合もあります。

· なぜ、予備校に通う必要があるのですか？

予備校は試験に関する情報をもっとも集めている情報機関です。情報とは、過去問の分析、合格のノウハウ、教えるテクニック、効率的に合格するための方法論などです。つまり、わたしたちは予備校から、情報やノウハウを買うのです。それは、市販の参考書や問題集では手に入りません。試験に強い大学の学生は、これらの重要性を知っています。だから、彼らは予備校に通います。合格者のほぼ１００％が予備校を利用していることを忘れてはいけません。

· 予備校は高いので、通えません。
合格の必要経費と考えましょう。たしかに、予備校に通うと、最終合格まで５０万近くかかることもめずらしくありません。しかし、講座は授業１回あたり５０００円程度となっています。授業は一回３時間ですから、実は、大学の授業と授業一回あたりの単価は変わらないのです。合格すれば、安定した収入と生活が待っています。ちなみに、初年度はボーナス込みで300万円をこえる収入があります。

これをどう考えるかは、あなた次第です。ただ、独学して合格するには、一般的に３年かかるといわれています。予備校を有効に利用すれば、1年で合格できます。

· 教職から公務員への転向は可能ですか？

もちろん、可能です。公務員試験は、大学３年から１年間、きちんと試験対策をすれば受かる試験です。

· これまで取り組んでロースクールや国研の勉強を生かせますか？

　もちろん活かせます。ただ、注意しなければいけないことは、これまでの勉強を公務員用に仕上げなければいけないということです。過去問で、試験範囲や問題傾向の違いなどをしっかり把握してください。また、教養対策をしっかりして、足きり（４割以下）にひっかからないように注意してください。

· 図書館に公務員の情報はありますか？

　　　大学図書館の雑誌コーナーに、受験ジャーナル（受験雑誌）があります。各種試験のコーナーには、勉強法や公務員関連情報の書籍があります。２階には試験に関する書籍や官庁や地方自治体に関する書籍があります（３１７　行政のあたり）。ぜひ活用してください。

· 志望動機がないんですが、公務員試験に合格できるでしょうか？

合格は可能です。公務員試験は、正しい勉強法と勉強量をこなせば、一年間の学習で、誰でも合格できる試験です。また、志望動機がなく、なんとなく勉強している人もたくさんいます。要は、勉強しながら考えればいいのです。しかも、公務員はなったあとに、さまざまな仕事をすることになります。進路を考えている人にもお勧めできます。

ただ、面接試験までに、志望動機を話せるようにしてください。練習の場として、公務員ゼミの模擬面接を利用するとよいでしょう。

· 大学の授業で公務員試験にむけて、参考になる授業はありますか？

　　　はっきりいいますと、ありません。大学の授業は、あくまで学問を修める場です。公務員試験は試験に合格するための勉強ですから、目的が違います。ですから、大学の授業に公務員対策を求めると、ストレスがたまるだけです。ただ、試験科目と重なる授業を公務員試験に有効活用できるかどうかは、各人によると思います。

· 公務員試験の勉強は、独立行政法人や特殊法人、各省庁外郭団体への就職で使えますか？
独立行政法人にはいろいろなものがありますが、試験科目や内容については、国家公務員試験を参考にしているところが多いようです。併願を考えておくとよいと思います。

· 公務員は転職できますか？

　　　もちろん可能です。ただ、公務員には失業保険がないので、お勧めはしません。

· 将来、転職で公務員になることはできますか？

　　　もちろん可能です。転職して公務員になった方は多くいます。やはり、やりがいやスケールの大きさを求めたケースが多くなっているようです。面接試験で、必ず、なぜ公務員になろうと思ったかを質問されますので、その点は注意してください。また、公務員試験は年齢制限があります。職種によって幅がありますので、あらかじめ調べておくとよいでしょう。ちなみに、国家Ⅱ種は２９歳までとなっています。

· 国家公務員の勤務地は、やっぱり首都圏ですよね？

いえ、そんなことはありません。例えば、国家公務員でも出先機関というものがあり、Ⅱ種職員は全国各地（北海道、東北、関東甲信越、東海、近畿、四国、中国、九州、沖縄）で勤務しています。その他、国税専門官や裁判所事務官は地域ごとの採用となっています。
· 公務員試験を受験するのに、いくらかかりますか？

受験自体は無料です。受験対策にかかる費用は、ＴＡＣの学内講座だと、基本講義･演習、直前対策を含め９万円。予備校だと、基礎講座・完成講座が30万円、直前講座をとった場合プラス10万円で40万円程度です。
· 併願するのに費用はいくらかかりますか？

　　　受験料は、まったくかかりません。願書を出すのにかかる費用と当日の交通費だけで、いくらでも併願することができます。積極的な併願で、自らの道を開きましょう。

· 試験の仕組みがよくわかりません。どうすれば、わかりますか？

　　　一番わかりやすいのは、予備校のパンフレットに乗っているような一年間のフローチャートを参考にすることです。国家公務員と地方公務員でも試験の仕組みが異なるので、注意してください。志望する官庁や地方自治体のホームページを確認してみるとよいでしょう。

· 留学していたのですが、公務員試験にどのような影響がありますか？

　　　メリットは、国際色豊かな点や留学に向けた準備や努力、留学中のエピソードなどを面接で生かすことができます。やはり、官庁としても国際性ある職員を求めていますから、よいアピールになると思います。デメリットは、試験勉強や情報不足が考えられます。しっかりと予備校を利用して、積極的な情報収集や試験対策を行ってください。

· 独学で合格する方法を教えてください

　　　独学する場合は、自分の実力を把握する機会が模試しかありませんので、積極的に受けてください。また、予備校の直前講座を活用するのがおすすめです。ネット情報ですが、全科目をスーパー過去問ゼミ（実務教育出版）で勉強して、国税専門官に合格した人の話を聞いたことはありますが、逆に３年かかっても受からなかった人の話も聞いたことがあります。

　　　独学は毒学ともいうように、あまりお勧めはできません。

· 警察官志望なのですが、アドバイスをください

　　　警察官の試験を受けた先輩の声を聞くと、面接でしっかり対応できれば採用される、とのことでした。他の公務員試験と比べて、面接試験が重視されるようなので、予備校を利用して、合格のノウハウを身につけることをお勧めします。

· 国家Ⅰ種の有効な対策があれば、教えてください

国家Ⅰ種の合格者はほぼ全員予備校に通っています。やはり、予備校のカリキュラムに従った学習が、合格への近道のようです。現在、国家Ⅰ種に対応している学内対策はありませんので、ぜひ積極的に予備校を利用してください。

· 工学部なのですが、国家Ⅰ種の受験対策を教えてください。

　　　理系の公務員対策を行っている講座をもっているのは、ＬＥＣだけなのが現状です。ロワール1階にあるＬＥＣのパンフレットを読んでみてください。

　　　あまり知られていませんが、省庁は理系の人材をほしがっています。10月から行われる人事院主催のガイダンスで、理系だけの説明会もあります。ぜひ参加してみてください。

　　　さらに、理系は、文系（事務官）に比べて、受験倍率が低く、合格しやすくなっています。

○　理系なのですが、国家Ⅱ種（行政）や地方上級を受験する予定です。法律や経済ができるか不安です。
学内講座をお勧めします。各教科で特徴が異なりますので、講座を受講した上で過去問に取り掛かってください。わからないことがあれば、遠慮せず講師に質問してください。試験勉強の途中は、わからないことが多々あります。しかし、最後まで学習すれば必ず理解できます。最後まであきらめずに勉強して下さい。
· 試験で女性は差別されますか？

いえ、されません。むしろ面接まで進むと、男性の受験者が多くなるので、割合的には女性の方が有利です。これは、行政側が、一定比率で女性職員の採用枠を　設けているためです。例えば、国家公務員Ⅰ種試験の場合、３０％は、女性でなければならないとされています。

· 試験勉強は大変ですか？

合格までは、受験生ですから苦しいです。ですが、人それぞれです。よく大変な理由として、勉強量の多さが挙げられますが、科目の特性をつかみ、他の科目との関連性を理解できるようになると、かえって、勉強が楽しくなることもあります。前向きに取り組んでください。

· 英語は出題されますか？

教養科目の文章理解の出題数の半分は英語です。国税や国Ⅱでは、専門科目でも英語が選択できます。ですので、英語が得意な人は得点源になります。英語が苦手な人でも、公務員試験の英語は大学受験とは異なりますので、安心して下さい。要旨理解や内容把握が一般的です。国家公務員の試験では、英語の経済誌（例　タイムズ、ニューズウィーク）から、読解する問題が多く出題されます。時事対策も兼ねて、楽しく学習してください。

· 部活と同時並行で勉強はできますか？

　　　可能ですが、忍耐力がとても必要です。メリハリのついた生活が求められます。あらかじめ、学内講座の時間は、部活よりも講座を優先するといったルールを決めておくとよいでしょう。学内講座と時間が合わない場合は、予備校の通信教育などを活用して、学習時間を作ってください。

　
· 部活引退後から勉強を始めたいと思います。間に合いますか？
　　　公務員試験は、集中して取り組めば、５ヶ月で合格することも可能です。その場合、前提として、継続して学習する力があること、復習を苦にしないこと、などが条件となります。やはり、1年間は余裕を持って、学習するほうがよいでしょう。ただ、引退後に合格する方もいるので、エール出版の合格体験作戦などを参考にして、自分に合った勉強方法を見つけてください。

· 各省庁の説明会に行くときは、どんな格好でいけばいいでしょうか？

　　　会社説明会に参加する時と同じように、正装が基本です。多忙な中、わざわざ時間を割いて説明会を実施してくださっているのですから、感謝の意を示す意味も込めて、丁寧な対応を心がけましょう。

· 説明会で、どんな質問をすればいいのかわかりません。

　　　まず、なぜ質問をする必要があるのか考えてみましょう。質問は、自分が質問対象に対して、興味のあることをしめす意思表示です。

　　　はじめから、うまくやろうとせずに、周りの質問者の態度や質問内容を参考に、チャレンジしてみてください。質問は、２～３個程度になることが一般的ですから、積極的に質問してみましょう。失敗したら、これも訓練と考えて、次に活かせばいいじゃないですか！

第二部　～　公務員試験の受験を決めたあなたへ　～
（　内容　試験、併願、予備校情報について　）

· 願書はいつ出すんですか？
　　　国家公務員の願書は、２月から配布されます。人事院に行けば、掲示板の下のボックスに置いてあります。人事院のホームページから、願書の請求をしてください。

４月から、試験ごとに順次締め切りが迫ってきます。なるべく、願書提出期限の２日前までに提出するようにしましょう。願書の出し忘れで受験できない人が毎年何名かいます。十分気をつけてください。
　　　地方公務員の場合も同様です。くれぐれも申し込み期間を過ぎることのないように、あらかじめ志望先のホームページを確認しておいてください。

· 択一試験の有効な勉強法を教えてください
過去問の一言です。「公務員は過去問が大事だ」とよく言われます。なぜでしょうか。試験の作成者は、過去問を参考にして問題をつくるので、似たような質問の仕方や知識のレベルになります。このあたりを意識しながら、過去問を分析することが合格するために必要になります。
勉強法に関しては、公務員ファイルの合格体験記やエール出版の合格作戦シリーズや早稲田セミナーやＴＡＣで、無料配布している合格体験記などを参考にしつつ（各予備校においてあります）、まず実践してみて、自分に合う方法かどうかを確認することをお勧めします。「公務員試験秘伝の１０００時間合格法（今村潤平　成美堂）」は、総じてよくできている本だと思いますので、一読してみると良いかもしれません。ただ、この本は簡単に試験に合格できるという印象を与えてしまう点や著者の主催している予備校を過大に評価していますので、そのあたりに注意してください。
· 知能（数的処理、判断推理）が苦手です。何かいい対策はありますか？
　　　知能は公務員試験の鍵を握る科目です。ですから、問題を見たら解き方が浮かぶようになるまで、解き続けて量をこなす必要があります。知能科目は出題数の半分程度を解けるようにしておくと合格できます。合格者も7割以上解ける人はそれほどいないからです。その分、他の科目で多く得点することが合格の近道です。
　　　例えば、文章理解と資料解釈が得意で、数的処理と判断推理が苦手な場合、知能は、文章理解、資料解釈を満点、数的推理、判断推理を出題数の半分をとれるようにして、合格者平均程度の得点を、一般知識はなるべく高得点をとることで、合格することが可能です。１点差で決まるのが公務員試験です。安易に試験科目を捨てることは避けましょう。
· 合格に向けた効率的な学習方法はありますか？
１段階上の試験の過去問を解いてみると、自分が本当に理解できているか、知ることができるのでお勧めです。「急がば回れ」の精神です。国Ⅱ、国税、地上（地方上級＝県庁、政令指定都市）の場合、国家Ⅰ種の問題を解くと、知識・理解ともに良い効果があります。市役所の場合、国Ⅱの問題がお勧めです。ただ、難問や関係ない分野もありますので、注意してください。
· 論文試験には、どんな対策がありますか？
　　　専門記述は、択一試験の専門科目で覚えた知識をまとめる試験です。１次試験の対策をきちんとすると２次試験対策も兼ねられて効率的です。過去問や文章構成は、予備校の出版物を利用してもよいですが、合格するコツ（得点基準など）を教えてもらうために、予備校の講座を利用すると有効です。また、実際に、時間を計って、書いてみるとよいでしょう。そのために、模試を利用したり、先生や合格者の先輩に見てもらうことも有効です。問題集にある出題分野を参考にしてください。
· 面接試験には、どんな対策がありますか？
　　　面接は、聞かれることの８割をあらかじめ知ることができます。つまり、受験雑誌などを使って、質問項目（志望動機、自己ＰＲ、大学時代力を入れたことなど）を知ることで、対策をすることができます。実際に面接カードを書いてみて、先生や合格者の先輩に見てもらったり、可能ならば、模擬面接をしてもらうと良い対策になります。
　　　参考書は、大賀英徳さんの「現職人事が書いた面接試験・官庁訪問」がよくわかる本（実務教育出版）がお勧めです。その他、早稲田セミナーの出版している国家Ⅰ種人物試験マニュアル（予備校で限定販売　国Ⅱ地上バージョンもある）も使いやすく、お勧めです。
· 官庁訪問のやり方を教えてください
　　　人事院のホームページに詳細が掲載されているので、参照してください。毎年ルールが変更されるので、よく注意してください。受験雑誌（受験ジャーナル）にも、記事が載っているので、そちらでもかまいません。
　　　その他、ＴＡＣの「官庁訪問データファイル」がお勧めです。巻末の各省庁の訪問人数や先輩たちの失敗談、エピソードなどは、具体的に、シミュレーションをするのに最適な教材です。ほかにも多くの参考書が出版されているので、自分に適した参考書を見つけるために、ぜひ本屋に行って、立ち読みしてみてください。
· どんな人が採用されるんですか？
　　　一言でいうのは難しいですが、ほしい人材像としては、元気があって、コミュニケーション能力があって、仕事に積極的な人、といったところが多いようです。志望先がどのような人材を求めているのか、受験雑誌やホームページで情報収集してみましょう。
· 公務員志望の中での併願について、国家公務員と地方公務員の両方をどう狙えばいいですか？
　　　実は、国家公務員試験と地方公務員試験は、傾向が似ているようでいて違う部分が多くあります。予備校で学力の土台をしっかり築けば対応可能かもしれませんが、独学の場合、対応しづらい面もあります。あらかじめ、過去問や受験雑誌、公務員試験の書籍、予備校のガイダンスなどで情報収集をして、対策を立てる必要があります。
　　　スケジュール面では、２次試験の時間や日程などが重なってしまうこともあります。自分の中で優先順位を立てて、決断できるようにしておく必要があります。
· 官庁訪問の情報はどこにありますか？
　　　人事院のホームページを確認してください。ほかにも、参考書が多く出版されているので、立ち読みしてみるとよいでしょう。また、秋以降、各省庁のホームページには、官庁訪問に関する情報が掲載されています。参照してみてください。
· 内々定とはなんですか？
　　　まず、内定の説明をします。内定とは、国家公務員の場合、人事院が各省庁からの報告を受けて、試験合格者が各省庁に採用されたことを記録することです。内定の解禁は、１０月１日からなので、その前に内定を出すことはできません。そこで、はっきり内定です、とは言わず、「来年一緒に働きましょう」や「これからもよろしくお願いします」などの言葉を使って、あなたはうちが採用しますよ、といったサインを出すことになります。これを内々定といいます。大抵は、人事課長の面接が兼ねていることが多いようです。
　　地方公務員試験の場合、最終合格＝採用、という場合が多いようです。
　　　ちなみに、ネット用語で、無い内定というものがあります。これは、主に、国家Ⅱ種を最終合格したものの、どこの省庁からも内定をもらえない状態をいいます。
· 教養試験の有効な対策はありますか？
　　　公務員試験の教養試験は、対策が難しく、大学受験でセンターを受けた人のほうが有利といわれていますが、そんなことはありません。独学では難しいですが、予備校の問題集と過去問を使って、キーワードと年代をセットにして覚える方法が有効です。その科目のキーワードを覚えるためには、テキストを用いるのが一般的です。また、模試を活用して、知らない知識を仕入れたり、知らない知識がある場合にどうやって解くかなどを学習するとよいでしょう。
　　　試験対策は、合格者でも、人によって対策がまったく異なりますので、いろいろな合格者に話を聞いてみるとよいと思います。

お勧めは、予備校の社会科学や人文科学の直前講座です。ポイントを絞って、コンパクトにまとめてあるので、その後学習する際に参考になります。
· 教養と専門はどちらが大事ですか？
　　　国家公務員試験では、専門：教養の配点比率は専門のほうが高くなっています。学習する際は、専門に重きを置いて、学習しましょう。ただ、一般知能（数的処理）は、得点源になるまで時間がかかるので、最後まであきらめず、じっくり学習してください。
· なかなか勉強が進みません。良い方法はありませんか？

１、スーパー過去問ゼミの場合

問題量が多いため、なかなか進まず、ストレスになることが多いようです。その場合、各章の問題を奇数（問１，３，５・・）だけ解く方法がおすすめです。

つまり、1章の奇数→２章の奇数→３章の奇数・・とすすめて、１周（問題集を１冊の全範囲を学習すること）したら、1章の偶数→2章の偶数→・・・とすすめるわけです。効用は２つあります。早く１周することで、その分野の全出題範囲を押さえることができるので、理解が容易になります。また、早く１周することができるので、精神的安定を保つことができます。

２、ウォーク問（ＬＥＣ）、セレクション（早稲田セミナー）の場合

Ａ，Ｂ，Ｃで問題を分類しています。なので、Ａをすべて終わらせてから、Ｂを終わらせて、最後にＣを終わらせると、上記と同じ効用を得ることができます。

　　３、年度だけで分けている問題集の場合（例　平成元年～17年）

　　　まず、元年～６年、７年～１１年、１２～１７年に分けます。そして、優先順位が高いあたりを終わらせます。この場合、１２～１７年ですね。次に、７～１１年を終わらせて、最後に、元年～６年まで終わらせます。

○　国家Ⅰ種の有効な勉強法はありますか？
　　　過去問はセレクション（早稲田セミナー）がお勧めです。勉強するときは、必ず、全問題をなぜ正解なのか、もしくは間違っているのかを、解説と基本書（かテキスト）で確認してください。その際、憲法、民法、行政法は、解説の判例の言い回しや構成、どこが論点になっているかを抑えるようにしてください。法律の教材は、判例六法（公務員六法でも可）になります。これらの勉強は、そのまま２次試験の専門記述対策になります。

　　　この勉強法は、国Ⅰだけでなく、国家Ⅱ種や国税専門官などでも使うことができます。

· 国Ⅱと国税を併願したいのですが、試験科目は何を選択したら良いでしょうか
　憲法、行政法、民法、経済学、財政学は、地方公務員の上級試験でも併用できるので、しっかりやっておく必要があります。経営学は面白く、参考になることが多いので、お勧めです。
　国税専門官の英語は難しいので、あまりお勧めしません。とりあえず過去問を一読してみてください。国税専門官は、試験科目で商法と会計学がありますが、商法は２問しかありません。過去問をチェックしておいて、試験本番で、１問だけでも正解できるようにしておくと良いでしょう。会計学は、７問中４問を得点できれば合格できます。４問は過去問を解いて、復習すれば確実に解ける問題ですので、あきらめずに集中的に対策してください。
· 受験することにしましたが、地元勤務にしたいので、地元の地方公務員か国家公務員にするかで、迷っています
　　　併願して、最終合格・内定したところに行くのがお勧めです。地方公務員と国家公務員は、業務が異なるので、自分がどうしたいのか、どうなりたいのか、しっかり考えて、後悔しないようにしてくださいね。
· 併願でやる気が出ません。何か良い方法はありませんか？

試験の前日に受験先のパンフレットを読む方法がお勧めです。試験当日のやる気で、３点は多く得点することができますから、工夫してみてください。

· 面接で緊張してしまいます。何か、良い方法はありますか？
　　　いい意味での諦めをもちましょう。結果的にそれが自分らしさを出すことになります。脈を図ったり、深呼吸したり、面接のイメージトレーニングをすることで、緊張をほぐすと良いでしょう。面接で緊張しなかった合格者はいません。ケ・セラ・セラ（なるようになれ）です。

· 試験を受けるのに、何か良い方法はありますか？
　　　１次試験は、どんな格好をしていってもかまいません。自分にとって楽な格好をしていきましょう。スーツを着ている人もいますが、6時間をこえる試験もあるので、あまり適した格好とは思えません。また、時計は必ずもっていきましょう。できれば、アナログのストップウォッチ機能がない腕時計がお勧めです。試験はマークシートを埋める方式のため、鉛筆を使用することをお勧めします。また、移動中にガムをかんだり、休み時間に柔軟運動をするなど、自分なりのリラックス方法を用いるようにしましょう。いかに普段どおりの自分を出せるかが大切です。

· いつまでに合格する学力を身につければいいのですか？

　　理想を言えば、１～２月で到達していると、そこからの学習が楽になります。一般的には、試験本番の１～２ヶ月前に合格ラインに乗っていくことが多いようです。模試を基準にして、自分が受験者全体のどのレベルにいるのか、チェックしてみるとよいでしょう。

　　試験本番まで、実力は伸び続けます。安心して、学習してくださいね。

· ２，３月は何をすればいいでしょうか？

　　　公務員試験は、苦手科目を作らないのが合格への近道です。苦手科目を徹底的に学習しましょう。一方、得意科目を確実に取ることは合格の前提条件です。確実に得点できるように実践的な学習をしてください。例えば、時間を計って過去問を解く、模試を受けるなどの方法があります。

　　　なお、得意科目とは、ほぼ満点を取れる科目、苦手科目とは、合格者平均（５割以上）を取れる科目と考えてください。

　　　仮に、３月までに学力が伸びなくても、気にしなくて大丈夫です。知識が貯蔵されて、使えるように熟成されるまで、一定時間かかります。あせる必要はまったくありません。
· ４、５月に意味もなくあせってしまいます。良い方法はありませんか？

　　　あせるのは素直な感情です。まず、何にあせっているのか、考えてみましょう。勉強が進んでいないという人は、満足するまで勉強しましょう。勉強する時間がないという人は、これまで自分がしてきた勉強量を思い返してください。参考書を平積みにすると、こんなにあったのか、という量になることでしょう。

　　　最後に試験会場にもっていける知識だけが、受験生の最大の武器です。試験当日まで、その日その日でベストを尽くしてください。




� HYPERLINK  \l "試験対策（勉強編）" ��試験対策　勉強編（ｐ2～7）�


試験科目ごとに合格者の良かった点、反省点をまとめました


� HYPERLINK  \l "試験対策（面接編）" ��試験対策　面接編（ｐ8～23）�


　　面接の種類、準備、対策から、実際の面接試験の日程や本物の質疑応答（特別区、裁判所事務官）をまとめました


� HYPERLINK  \l "試験対策（官庁訪問編）" ��試験対策　官庁訪問編（ｐ24～35）�


　　官庁訪問の種類、国家Ⅱ種の本省と出先機関の面接の違いに加え、


実際の官庁面接や官庁訪問の記録をまとめました


� HYPERLINK  \l "MTAスタンダード" ��ＭＴＡスタンダード（ｐ36～42）�


　　国家公務員試験の人物試験の改正を検討して、公務員に採用される人物像を提示しました。参考資料として、省庁や自治体が欲している人材像も掲載


� HYPERLINK  \l "公務員スターターキット" ��公務員スターターキット（ｐ43～57）�


　　現役合格者たちが公務員と公務員試験で本当に知りたかった情報を網羅的に編集したガイドブック


　学内講座、申し込み方、業務説明会、試験の種類、予備校の利用法、　　


情報源、進路、受験の仕方、警察官、理系、女性など


　願書の提出時期、各種試験の対策（択一、論文、面接）、勉強法など


　　











